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濟
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れ
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濟
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現
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斯
く
ゴ
ッ
ト
ル
の
經
濟
學
は
現
實
性
の
，把
握
をI

E

指
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
所
謂
多
く
の
ゴ
ッ
ト
ル
經
濟
學
者
は
本
質
の
研
究
に
停 

滯
し
、
M

に
突
き
進
ん
で
具
體
讷
條
件
の
研
究
•を
介
し
て
現
實
性
の
、解
明
に
迄
で
立
ち
到
つ
て
ゐ
な
い
。
.つ
ま
り
不
變
的
な
本
質
、
卽 

ち
靜
態
の
硏
究
に
停
*

し
、
可
變
的
な
現
實
、
卽
ち
動
態
の
研
究
に
突
き
進
ん
で
ゐ
な
い
。
國
民
協
同
體
の
部
分
構
成
體
と
し
て
經
濟

し
.
. 

' 

■•
 

. 

.

.

.

:

•

• 

- 

. 

:
 

I 

- 

• 

.

は
同
時
に
國
防
經
濟
で
あ
る
と
の
フ
ゥ
ン
ヶ
の
規
定
に
し
て
も
、
そ
れ
は
恒
存
的
な
、
，現
象
の
此
覆
に
隱
れ
た
經
濟
の
本
質
を
把
振
す
'

■

.'
; 

. 

' 

- 

. 

- 

- 

;
 

.

.

. 

•■
■ 
■ 

'

ノ

.:
* 

- 

.

■

‘ 

*

る
に
，と
r
ま
り
、
現
實
性
を
把
握
し
て
ゐ
な
い
。
寧
ろ
國
防
經
濟
な
る
本
質
を
し
て
現
實
に
迄
現
凇
し
め
る
所
の
具
體
的
.條
件
の
研
究 

こ
そ
觅
に
必
要
で
あ
る
。
と
■
の
具
體
的
條
件
^

は1 .

定
の
經
濟
組
織
が
，失
々
の
發
展
段
階
に
於
て
持
つ
特
殊
の
經
濟
構
造
で
あ
る
。
例

• 

- 

»
■

•
 

•
♦ 

r 

' 

- 

•

. 

(

へ
ば
近
世
の
國
民
經
濟
喪
る
資
本
主
義
經
濟
組
織
に
し
て
も
、
，初
期
資
本
主
義
、
自
由
資
本
主
義
、
獨
占
資
本
主
義
、
統
制
資
本
主
_

j 

.

. 

•

〜

，
*
• 

+ 
>
•
.
.
.
’
，

 

> 

« 

»
. . 

• 

» 

. 

. 

< 

» 

- 

•

な
る
夫
々
の
發
展
段
階
の
特
猓
孜
經
濟n

造
に
ょ
つ
て
規
定
さ
れ
、
或
る
場
合
に
は
國
防
經
濟
な
る
本
質
は
、
現
#

の
墓
に
隱
れ
、

，
 

. 

•
• 

1-
. 

* • 

• 

*
- 

- 

. 

• 

-
.
.
. 

.

. .
•.
.
 

• 

»
 

•

.

_

:

•

•

.

.

現
實
に
迄
現
は
れ
な
か
つ
た
り
、
'或
は
現
は
れ
衣
り
す
る
。
と
の
點
に
就
い
て
は
规
に
他
の
論
文
S)

に
於
て
取
扱
つ
て
ゐ
る
故
、
赴 

に
於
て
は
單
に
そ
の
要
點
を
略
述
す
る
に
と
ど
め
る
。

丨

；i

ペ
i

「

®

f
經
濟」

第
.一
章「

國
防
經
濟
.の
成
立
過
程
U參
照
£

代
經
濟
新
議
ー
i

.本〕

，

.

..
: 

.
:蓋
し
國
民
.經
濟
が
自
動
的
.に
國
民
の
.座
存
.を
維
持
し
、'防
衞
し
得
る
如
.倉
構
造
-§
:
持
.っ
て
居
A

、

從

っ

.
て

國

家

が

積

極

的

に

國

民

經
 

.濟
を
國
防
經
濟
：に
編
戒
替
す
る
必
.耍
の
な
い
場
合
に
は
:-
'
國
民
經
濟」

の
本
質
た
る
國
防
經
濟
は
現
象
の
霱
に
隱
れ
、
現
實
に
迄
琉
は 

れ
て
來
な
い
。
' こ
れ
に
反
し
.國
民
經
濟
'
.0
0
鞲
造
.が
自
動
的
に
斯
.か
.る
役
割
を
艰
し
得
ず
、
寧
ろ
國
家
に
ょ
り
積
極
的
.に
國
民
經
濟
を
國 

•防
經
舊
的
に
.稗
編
成
す
る
必
要
.に
迫
ら
れ
る
場
合
.、
'國
民
經
濟
の
.本
質
た
る
國
阪
經
濟
は
現
實
性
に
§
化
す
る
。

.

.

.扨
て
近
世
の
.國
民
經
濟
の
經
濟
組
織
は
資
本
主
義
..で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
主
_
，は

最

も

發

達

し

た

商

品

生

糜

社

會

で

.あ

ゎ

、
，商

品

交 

換
社
會
で
あ
'る
ゃ
と
こ
ろ
で
商
品
交
換
は
利
潤
獲
得
.な
る
營
利
欲
に
.焉
っ
い
て
行
は
れ
る
の
で
あ
り
、
又
商
品
交
換
.に
際
し
て
各
人
は

自
己
の
商
ロ
町
を
成
可
く
多
量
に
、
成
司
く
多
く
の
利
潤
を
も
つ
て
販
賣
せ
ん
と
し
て
、
常
に
相
互
に
或
る
程
度
自
由
競
^
を
行
ふ
の
e

•
 

•
 

• 

•
.

あ
る
。
そ
れ
故
資
本
主g

一
般
の
理
想
型
は
自
由
營
利
經
濟
組
織
で
あ
る
。

.

然
し
斯
か
る
資
本
主
義
一
般
の
理
想
型
敉
現
實
W
資
本
主
義
の
發
展
段
階
に
決
し
て
純
粹
な
姿
で
現
は
れ
は
し
な
か
っ
た
。
寧
ろ
初

期
資
本
議
の
段
階
に
於
て
は
、
著
し
く
制
限
さ
れ
た
姿
に
於
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。
當
時
旣
に
自
然
經
濟
的
な
戰
爭
遂
行
か
ら
貨

幣
經
濟
的
な
戰
爭
遂
行
へ
移
っ
て
ゐ
た
。
と
の
移
行
を
盖
％
起
し
及
の
は
新
火
器
の
採
用
に
1
る
戰
爭
技
術
の
變
化
と
、
そ
れ
に
伴
、

澍
建
的
箪
隊
..

Q

消
滅
と
傭
兵
制
渡
.

Q

發
達
.で
患
石
。：
武
器
を
調
達
し
、
.軍
隊
に
俸
給
を
支
狒
ふ
爲
に
國
家
は
多
く
の
貨
幣
を
、
從
っ
て 

< 

-

金
銀
を
必
要
上
し
た
。
斯
く
軍
隊
制
度
杖
變
化
:1
^
.
戰
費
は
膨
脹
し
っ
っ
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
當
時
の
國
民
經
濟
は
尙
ほ
廣
範
圍
に
亙 

っ
て
自
然
經
濟
的
特
凝
を
眾
し
、
.エ
業
生
糜
も
^
較
的
に
幼
稚
な
形
態
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
及
か
っ
た
。
こ
の
國
家
の
貨
幣 

冉
雄
庳
规
嘯
の
榕
；造
變
.化

 

£ 

(
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洱
ー
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需
要
の
增
大
と
扇
民
猶
濟
の
未
發
達
的
袱
態
と
の
矛
盾
を
解
決
せ
ん
と
し
て
、
國
龙
は
積
極
的
に
國
民
經
！

國
防
經
德
怖
.に
編
.成
猶 

す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
と
の
必
要
に
基
づ
い
て
マ
ー
力
ン
チ
リ
ズ
ム
.の
政
策
亦
:^
■
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
1
ヵ
ン
手
リ
ズ
ム
の 

政
策
は
結
局
に
於
て
國
家
の
存
立
を
確
保
す
る
爲
に
、
增
大
す
る
戰
費
に
當
っ
可
き
金
屬
貨
幣
.の
獲
得
を
因
指
し
て
：ゐ
る
。
そ
し
て
金 

嵐
貨
幣
を
增
殖
し
得
る
如
く
國
民
經
濟
を
編
成
替
す
る
為
に
、
國
家
は
積
極
的
に
國
民
經
濟
に
干
渉
し
、
保
護
主
義
'H

業
生
義
、
商 

業
主
義
の
諸
政
策
を
遂
行
し
た
の
•で
あ
る
。
そ
れ
故
初
期
資
本
主
褒
の
段
階
に
於
て
は
、
國
家
と
經
濟
と
の
結
合
は
密
接
で
あ
り
、，、又 

國
呙
經
濟
の
本
質
た
る
國
防
經
濟
は
現
實
に
迄
現
は
れ
て
ゐ
た
。 

.

.

.

. 
ニ

：
，
 

ゾ
、

.

.

、
然
る
に
初
期
資
本
主
義
か
ら
自
由
資
本
主
_
に
移
り
.、
經
濟
構
造
が
變
化
す
る
と
共
に
事
情
は
一
變
し
た
。
自
由
資
本
主
義
の
甚
本 

梢
造
はs

i

由
競
矫
と
營
利
欲
と
で
あ
る
。
そ
し
て
と
.の
相
反
的
カ
の
作
州
に
ょ
石
價
格
の
自
出
變
動
を
通
じ
、
.國

民

經

濟

の

再

生

_

過 

程
は
自
動
的
に
調
節
さ
れ
、
財
貨
が
圓
滑
に
得
生
ま
さ
れ
、
從
っ
て
國
民
の
生
存
は
自
づ
と
保
證
这
れ
た
.0
然
る
限
り
國
民
嚷
濟
に
對 

す
る
國
家
.の
干
渉
は
.敢
ぇ
て
と
れ
を
必
要
し
な
か
っ
た
の
.で
あ
る
。
.栽
に
於
て
國
家
は
國
民
經
濟
か
ら
手
を
引
き
、單
に
經
濟
の『

自
已 

，.
法
則
的』

過
程
£

定
の
秩
序
を
保
證
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
0
所

謂『

夜
警
國
家』

の
地
位
に
な
り
下
.っ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
國
家
が 

そ
：の
.國
民
.經
濟
を
國
防
經
濟
的
に
編
成
替
せ
ん
と
す
る
政
策
は
重
要
さ
を
次
っ
て
來
た
。
卽
ち
マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
如
く
國 

家
が
‘國
防
强
化
の
爲
に
意
識
的
に
そ
の
國
民
經
濟
の
生
產
ヵ
の
發
展
を
助
成
す
名
必
要
が
.な
く
な
っ
て
來
た
。
：寧
ろ
.私
的
企
業
家
の
固 

ti
l
競
#
と
營
利
欲
.に
蕋
づ
き
財
貨
が
圓
滑
に
楫
生
產
さ
れ
、
こ

の
自
動
的
な
財
貨
の
.#
生
產
に
ょ
り
自
づ
と
國
防
强
化
の
蕋
礎
が
與
へ 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
自
由
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
生
產
技
術
の
急
速
な
發
展
に
よ
り
、
最
早
過
去
の
時
代
に
於
け
る
如
く
、

戰
带
遂
行
に
.常
つ
て
そ
の
國
民
經
濟
の
生
虛
力
を
顧
慮
す
る
.必
要
が
殆
.ん
ど
な
い
.や
ぅ
に
.思
は
れ
.る
.に
到
つ
た
の
で
ぁ
る
。
そ
：の
；

g
.

艰 

國
民
經
濟
の
本
質
た
る
國
防
經
濟
は
.現
象
の
i

.
に
隱
れ
ノ
現
實
性
を
獲
得
し
な
か
つ
.た
。

.

.

.

.

次
い
で
獨
占
資
本
主
義
に
.移
る
•と
、
そ
れ
が
等
し
く
資
本
主
_
な
る
限
り
、
營
利
欲
.は
存
續
す
•る
が
、
今
度
ば
自
由
競
•
に
代
.つ
て 

獨
占
.が
支
配
的
と
な
.る
。
獨
击
が
支
配
的
と
な
れ
ば
、
過
去
の
自
由
資
本
主
義
.に
於
け
る
が
如
き
自
由
競
爭
と
營
利
欲
な
る
相
反
的
力 

に
ょ
る
惯
格
の
自
由
變
動
性
は
硬
化
す
る
。
と
沄
ふ
の
は
、
企
業
獨
占
體
の
生
產
組
織
は
硬
化
じ
、
生
產
及
び
供
給
收
縮
の
彈
カ
性
が 

硬
化
し
て
ゐ
る
爲
、
そ
の
獨
占
力
を
利
用
し
、
生
產
收
縮
を
な
さ
ず
し
.て
、而
か
も
^

^
價
格
を
維
持
す
る
方
法
を
と
る
か
ら
.で
.ぁ
る
。 

そ
れ
は
内
國
市
場
に
對
す
る
供
給
數
量
を
制
限
-b
、
こ
れ
に
獨
占
價
格
を
課
す
る
と
共
に
、
他
方
殘
餘
の
過
剩
生
齑
物
は
ー
海
外
市
場
に 

グ
ン
ピ
ン
グ
し
、
以
つ
て
.そ
.の
利
潤
を
確
保
せ
ん
と
す
る
方
法
で
ぁ
る
;0
斯
く
獨
古
資
本
主
_
に
.な

る

と

、
供

給

收

縮

の

..彈

カ

性

の

硬 

化
.に
ょ
り
、
過
剩
生
產
物
の
.は
け
ロ
.と
し
て
海
外
市
場
を
絕
對
に
必
要
と
.す
る
。
然
し
兎
に
角
な
.ほ
開
拓
し
得
る
海
.外
市
場
の
#
す
る 

間
は
、
と
の
無
限
の
.市
場
獷
張
要
求
に
應
じ
、
國
際
間
に
人
、
商
品
、
資
本
に
對
す
る『

門
戸
開
放』

の
原
則
が
認
め
ら
れ
.て
ゐ
.た
。
然 

る
^

*
て
海
外
市
場
開
拓
の
餘
地
.は
狹
隘
化
さ
れ
、
需
要
そ
の
.も
の
の
彈
：

R

性
が
硬
化
す
る
に
到
る
。
そ
れ
は
世
界
市
場
の
分
割
が
完 

T
し
、
大
帝
國
が
建
設
さ
れ
る
時
期
で
ぁ
る
。
世
界
市
場
の
分
割
が
完
了
す
る
や
、
門
戶
の
期
鎖
.が
始
ま
る
。
卽
ち
各
國
は
あ
國
の
商 

品
、
資
本
の
輸
出
市
場
を
確
保
す
る
と
同
時
に
自
國
の
必
要
と
す
る
原
料
資
源
の
供
給
地
を
確
保
す
.る
爲
に
、
本
國
と
屬
領
、
植
民
地 

と
を
一.體
と
す
る
ブ
W
ッ
ク
經
濟
を
結
成
し
、
栽
に
的
國
市
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
市
場
に
於
て
も
獨
占
化
の
傾
向
が
强
ま
づ
.て
來 

た
。

•

.

, 

' 

.

'

.
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-
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そ
の
結
染
政
治
的
粉
爭
を
伴
は
ず
し
て
無
制
'限
、に
經
濟
的
膨
脹
を
な
し
得
る
？:
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
總
て
の
經
濟
的
競
郇
は
直 

ち
に
政
治
的
闘
爭
に
轉
化
し
■、’
經
濟
的
手
段
に
代
っ
て
政
治
的
手
段
が
と
ら
れ
た
。
經
澈
的
發
展
は
國
家
の
對
外
的
政
治
力
の
强
■化
と
.
、
 

結
び
っ
い
て
の
み
可
能
と
な
.る
。
っ
ま
り
經
濟
は
政
治
化
さ
れ
る
.0
ク
ラ
ゥ
ゼ
ヴ
，ィ
ッ
は
亂
爭
は
政
治
の
延
長
で
あ
る
ど
云
ふ
が
、
Mi 

に
政
治
は
經
濟
の
延
長
と
な
る
。
斯
ぐ
經
濟
が
政
治
化
さ
れ
、、
.經
濟
的
發
展
は
、國
家
の
對
外
的
政
治
ヵ
の
强
.化
を
條
件
と
す
る
に
到
る 

や
、
當
然
國
家
の
國
防
費
.は
膨
脹
す
る
。
そ
の
結
艰
國
家
の
財
政
は
膨
脹
し
-
各
國
共
に
國
.民
所
得
中
脉
政
支
出
の
占
め
る
.割
合
は
著 

し
く
增
大
し
た
。
單
に
國
民
^
濟
に
於
て
國
家
猶
濟
の
占
め
る
#]
ム
ロ
が
量
的
に
增
大
す
る
'は
か
り
で
な
く
、
國
家
は
そ
の
膨
大
な
國
防 

費
の
支
出
を
通
じ
て
、
國
民
經
濟
の
產
業
構
成
を
國
防
經
濟
的
に
苒
編
成
す
る
。
.卽
ち
軍
の
機
械
化
裝
備
を
高
度
化
す
る
爲
に
重
エ
業 

中
心
に
靡
^

f

を
#.
編
成
す
る
。
、
そ
し
て
と
れ
は
世
坭
大
戰
の
經
驗
に
ょ
り
促
進
さ
れ
た
。
玆
に
於
て
#
び
初
期
資
本
主
義
に
於
け 

る
如
く
、
國
家
と
經
濟
と
の
結
合
は
密
接
と
な
り
、
又
國
民
經
濟
の
本
質
た
る
國
防
經
濟
は
次
第
に
明
瞭
に
現
實
に
迄
現
は
れ
て
來
た
。

扨
て
獨
占
資
本
主
義
の
基
本
構
造
た
る
獨
占
と
營
利
欲
は
價
格
の
彈
カ
性
を
硬
化
せ
し
め
.る
。，
一
度
價
格
の
彈
力
性
が
硬
化
す
る
や
、

自
fi
i
資
本
主
義
.に
觀
た
如
く
、
價
格
の
自
曲
變
動
を
鄱
じ
て
の
國
民
經
濟
の
苒
生
產
過
程
の
自
動
的
調
節
作
用
も
硬
化
す
る
タ
特
に
過 

剩
生
產
物
の
は
け
ロ
た
る
海
外
市
場
の
'蛾
張
が
停
止
さ
れ
る
や
、
慢
性
的
過
剩
生
產
、
慢
性
的
不
況
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
. 

獨
占
資
本
主
義
の
^
本
構
造
ょ
り
生
ず
る
慢
性
的
過
剩
生
產
な
る
客
體
の
論
理
は
世
.界
恐
慌
を
通
じ
て
明
瞭
に
現
は
れ
て
來
た
。
救
に.

. 

於
て
從
來
國
民
經
濟
に
對
し
寄
生
的
な
、
、從
屬
的
な
地
位
に
立
っ
て
ゐ
た
國
家
が
、
.
.逆
に
國
民
經
濟
に
積
極
的
に
働
き
掛
け
、
恰
か
も 

輸
血
を
な
す
如
く
、
人
爲
，的
に
得
生
酸
過
程
を
調
節
せ
ん
と
す
る
に
到
る
。
つ
.ま
り
自
動
的
な
價
格
機
構
に
代
つ
て
國
家
が
意
識
的
に

种
生
廒
過
程
の
調
節
を
圖
る
所
の
統
制
資
本
主
義
へ
移
行
す
る
。
.

. 

. 
.

そ
の
際
國
家
は

.一

.方
に
於
て
從
來
獨
占
資
本
主
義
段
階
で
企
業
家
達
が
自
發
的
に
結
成
し
た
企
業
獨
占
體
、
所
謂
自
治
統
制
機
關
を 

法
認
し
、
そ
の
結
成
を
助
成
乃
至
强
制
す
る
o
.他
方
國
家
は
公
債
の
增
發
、所
謂
赤
字
財
政
政
策
に
よ
っ
て
國
家
の
購
買
力
を
創
造
し
、
 

こ
の
國
家
購
貿
力
の
國
民
經
濟
へ
の
撒
布
に
よ
り
民
間
の
購
買
力
を
刺
戟
し
、
•需
要
を
增
加
せ
し
め
、
以
っ
て
.
需

給

の

：
均

衡

を

、

?!
-
生 

產
波
程
の
調
1
を
_
り
景
氣
の
回
復
を
企
圖
じ
-^
。
：こ
.の
場
合
國
家
が
國
民
經
濟
に
購
買
力
を
撒
布
し
.
得
-^
部

面

に

は

一

定

の

制

限
 

が
あ
る
。.
若
し
國
家
の
購
買
カ
の
撒
布
に
よ
り
#
び
新
た
な
る
財
貨
が
生
庶
さ
れ
た
の
.で
は
徙
ら
把
慢
性
的
過
剩
生
產
に
拍
車
す
る
結 

染
と
な
る
。
從
っ
て
國
家
が
購
買
力
を
撒
布
し
、
國
民
經
濟
か
ら
財
貨
を
購
入
し
て
も
、
そ
の
財
貨
は
國
家
に
よ
.っ
.て
消
耗
さ
れ
、
砰 

び
生
產
過
程
に
現
は
れ
て
來
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
故
國
家
は
軍
需
ィ
，

V

フ
レ
政
策
及
び
公
共
土
木
事
業
を
採
用
し
た
-o
.

•
然
し
ヒ
の
慢
性
的
過
剩
生
產
の
克
服
策
と
し
て
國
家
：の
採
用
し
た
軍
需
ィ
ン
ヮ
：レ
政
策
竝
び
に
公
共
土
木
事
業
は
銃
制
資
本
主
義
段 

階
に
突
然
現
.は
れ
來
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
旣
に
獨
占
資
本
主
義
に
.於
て
.經
濟
は
政
治
化
さ
れ
、
.そ
の
爲
國
防
費
は
膨
M
の
傾
向
を
示 

し
て
居
っ
た
し
、
又
獨
占
資
本
主
義
は
洱
生
虛
過
程
の
.
_
動
的
調
節
作
用
を
失ひ

、
：：.

慢
性
的
失
業
者
を
生
み
出
レ
-
.そ
の
.爲
社
會
政
策 

費
も
膨
脹
を
來
し
.o.
i
あ
っ
た
o
.
.
:
そ
し
.て
今
や
國
家
は
國
防
費
の
膨
脹
.と
社
#
政
策
費
の
膨
脹
.と
を
.通
.じ

、
意

識

的

，に

需

給

を

調

節

し

、
. 

辟
生
產
過
程
を
調
節
せ
ん
と
す
る
所
に
統
制
資
本
主
義
の
特
質
が
あ
る
。
：

.

.
-;
-

.
:
:
'',
;
.
.
-
.
:
. .

,.
;■: 

澌
く
の
_
く
統
制
資
.本
主
義
ば
本
來
そ
の
成
立
の
极
據
±-
り
し
；
て
、.

1:ぃ

方
に
.於
て
慢
性
的
不
況
の
：克
服
策
と
し
て
景
氣
政
策
的
性
格 

を
持
っ
と
同
時
に
、
他
方
經
蔣
の
.政

治

化

に

よ

-る

戰

爭
の
危

櫸

の

增

大

、
.國

吣
*

の
膨
膜
に
*
づ
く
も
の

と

し.
.て
國
防
經
濟
的
性
格
を
：
 

捋
生
產
理
論
の
樽
造
變
化
. 

,九.
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示
す
。
そ
し
て
'統
制
資
本
主
義
が
持
つ
こ
の
二
重
の
性
格
の
內
、
：最
初
は
景
氣
政
策
的
性
格
が
前
面
に
現
は
れ
、
次
い
で
こ
の
景
氣
政 

策
の
矛
盾
が
展
開
さ
れ
る
に
從
つ
：て
、
そ
の
解
決
策
と
し
.て
次
第
に
國
防
經
濟
的
性
格
が
强
く
現
は
れ
.て
來
る
。

.
景
氣
政
策
型
の
線
制
資
本
主
義
の
矛
盾
は
惡
性
イ
ン
フ
レ
.の
可
能
性
を
包
藏
す
る
點
に
あ
る
。
と.一

其
ふ
の
は
、

一
方
に
^
て
、
國
家 

が
創
造
貨
幣
に
よ
つ
て
軍
看g

の
購
入
乃
至
公
共
土
木
事
業
を
行
へ
ば
、
慢
性
的
過
剩
生
產
狀
態
'に
あ
る
生
產
財
と
消
費
財
と
は
軍
需 

品
乃
至
公
共
建
造
物
の
姿
を
と
り
、
商
品
と
し
て
は
稗
生
產
過
程
か
ら
脫
落
し
て
.行

く

。

特

.に

軍

需

品

に

あ

つ

て

は

そ

の

素

材

形

態

に 

於
て
も
稗
坐
靡
過
程
か
ら
脫
落
す
る
。
他
方
國
家
に
よ
つ
て
撒
布
さ
れ
た
創
造
貨
幣
は
市
場
經
濟
に
通
貨
と
し
て
滯
留
す
る
。
效
に
财 

貨
生
糜
と
は
分
離
し
た
通
貨
の
膨
脹
が
現
は
れ
、
惡
性
イ
ン
フ
レ
め
.可
能
性
が
生
ず
.る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
イ
ン
フ
レ
。の
可
能
性
な
る
矛
盾
が
激
化
す
る
に
從
ひ
-

こ
れ
は
一
一
重
の
過
程
に
於
て
銃
制
資
本
主
義
诌
體
を
景
氣
政 

策
型
か
ら
國
防
經
濟
型
.の
段
階
へ
移
行
せ
し
め
.る
。

一
つ
の
過
程
は
、
イ
ン
フ
レ
の
可
能
性
な
る
矛
盾
が
激
化
し
て
來
た
の
は
、
元
來 

國
家
の
軍
需
產
業
へ
の
龙
大
な
支
出
に
由
來
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
支
出
は
次
第
に
國
民
經
濟
を
軍
需
產
業
中
心
に
編
成
替
す
る
こ
と 

に
よ
り
、.

國
民
經
濟
自
體
を
國
防
經
濟
型
に
移
行
せ
し
め
る
。
他
の
過
程
は
、
イ
ン
フ
レ
の
可
能
性
が
激
化
す
る
に
從
ひ
、
國
家
は
と 

れ
を
防
止
せ
ん
と
し
て
生
康
、'
配
給
、
消
費
の
國
民
經
濟
の
全
洱
生
產
過
程
に
對
し
そ
の
統
制
を
强
化
し
、
と
の
統
制
の
强
化
は
國
家 

が
計
#
的
に
國
民
經
濟
を
國
防
經
濟

的
に
編
成
替
す
る
基
礎
を
與
へ
る
。 

，
.：
 

と
こ
ろ
で
軍
需
產
業
の
發
展
竝
び
に
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
と
し
て
の
國
家
統
制
の
強
化
に
'よ
つ
て
國
民
經
濟
が
國
防
經

濟

化
さ

.

れ
る 

と
、
そ
れ
は
一
方
に
於
て
イ
ン
フ
レ
の
解
決
手
段
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
强
化
さ
れ
た
國
防
力
に
よ
り
經
濟

4-
;活
圈
を
擴
張
し
得
る
如
き
政
治
的
生
產
力
が
生
み
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。卽
.ち
.政
治
的
生
齑
力
'に
よ
.り
經
濟
'生
活
：圈
が
擴
張
さ
れ
、
 

と
れ
に
よ
っ
セ
生
產
財
及
び
勞
働
カ
が
、
特
に
原
料
資
源
が
新
た
に
確
保
さ
れ
る
な
ら
ば
、
財
貨
の
洱
生
產
過
程
か
ら
の
脫
落
と
創
造 

貨
幣
の
膨
脹
.な
る
ィ
ン
‘フ
レ
の
矛
盾
が
党
服
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
玆
に
景
氣
政
策
型
の
統
制
資
本
主
義
の
持
っ
矛
盾
が
展
開
さ
れ
て 

行
く
と
共
に
、
國
防
經
濟
型
へ
と
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

觅
に
他
方
に
於
.て
統
制
資
本
主
義
の
國
防
經
濟
型
へ
の
移
行
は
同
時
に
ィ
ン
フ
レ
促
進
の
方
向
忙
も
作
用
す
る
。
何
と
な

れ
ば
、
第 

1

に
經
濟
生
活
圈
が
獷
張
さ
れ
る
.に
到
る
迄
は
，
國
防
費
の
膨
脹
は
そ
れ
だ
け
財
貨
を
洱
生
產
過
程
か
ら
脱
落
せ
し
めV

財

貨

の

：鄭
少 

洱
坐
虚
と
ー
通
貨
の
膨
脹
な
る
矛
盾
を
獷
大
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一I

に
國
防
力
の
强
化
に
.よ
り
經
濟
生
活
圈
の
擴
張
を
企
圖
す
.れ
ば
- 

そ
れ
だ
け
戰
爭
の
危
機
は
擴
大
さ
れ
、
國
防
費
は
膨
脹
しV

ィ
ン
フ
レ
を
促
進
す
る
か
ら
で
あ
る
。

と
の
ィ
ン
フ
レ
促
進
化
傾
向
に
對 

杭
し
、
國
家
は
益
々
全
再
生
產
過
程
に
高
度
の
統
制
を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
艰1

層

國

家

が

國

民

經

濟

を

國

防

經

濟

的

.に 

編
成
替
す
る
菡
礎
が
强
化
さ
れ
る
。
っ
ま
れ
®
防
經
濟
は
統
制
資
本
主
義
.に
於
て
明
瞭
に
現
實
に
迄
現
は
れ
.て
来
る
。

■.
:
:

斯
く
の
如
く
、
.國
民
經
濟
の
本
質
た
■る
國
防
經
濟
は
常
に
必
ず
し
も
そ
の
現
實
性
を
獲
得
す
る
も
の
で
は
な
い

o
.同
，

|

の
資
本
主
義 

經
濟
紺
織
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
夫
々
の
發
展
段
階
が
持
っ
特
性
の
.經
濟
構
造
、
卽
ち
具
體
的
條
件
.に
よ
っ
て
本
質
の
現
實
性
へ
の 

轉
化
.が
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
。
.そ
し
て
特
に
統
制
資
本
主
義
の
經
濟
構
造
と
そ
、
最
も
明
瞭
に
國
防
經
濟
な
る
國
民
經
濟
の
本
質
を
现
實 

性
へ
轉
化
ぜ
し
め
る
具
體
的
條
件
を
な
す
。
茲
に
於
て
國
防
經
濟
的
苒
生
產
理
論
を
硏
究
せ
ん
と
す
る
吾
々
.の
，立
場
も
-定
CO
制
約
を 

受
け
る
。
.卽
ち
吾
.々
は
そ
の
單
な
る
抽
象
理
論
で
.は
な
く
、
現
實
的
理
論
を
設
定
せ
ん
と
す
る
限
り
、
資
本
主
義1

般

.の

理

想

型

を

前 

秤
生
、產
理
論
の
構
造
.
化

• 

一

一

(

七
，五
七〕
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搪
し
て
苒
生
產
现
論
怒
展
開
ず
る
こ
と
は
.出
來
な
い
。
’寧
ろ
統
制
資
本
主
義
な
る
經
濟
構
造
の
；理
想
钡
を
前
提
と
し
、
稗
生
®
理
論
を
. 

展
跗
し
な
：&
れ
ば
な
ら
ぬ
o
’然
ら
ば
斯
か
る
國
防
經
濟
的
调
坐
康
理
論
は
從
來
の
：再
坐
產
理
論
と
.如
何
な
る
點
で
そ
の
.構
造
を
異
に
す

る
か
。V 
こ
の
間
題
の
硏
究
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
：
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.
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:

-

.
.
.

從
來
の
禅
生
^
理
論
^
-第

一.
に
資
本
そ
の
:̂
.の
V
.-W
-
坐
產
理
論
で
あ
っ
た
-0
換
言
す
れ
ば
、,
資

本

蓄

積

の

，
理

論

で

あ

っ

た

。

'蓋
し
費
本
主
義
.

「

般
は
古
代
社
會
や
封
建
祚
會
と
異
な
り
，
最
も
發
達
し
た
商
品
生
齑
社
會
で
あ
り
、
良
給
自
足
で
は
な
く
、
商
品 

交
換
を
栽
礎
と
せ
る
經
濟
組
織
で
あ
る

。

そ

の
商
品
交
換
-
;
.
流
通〕

は
.

P

単
純
な
商
品
流
通』

で
ば
な
く
、『

資
本
の
流
通』

な
.の
で
あ
る
。 

『

單
純
な
商
品
流
通』

と
は
、
中
世
の
.都
市
と
農
村
と
.の
間
に
行
は
れ
た
如
ぐ
，
.未
だ
商
品
流
通
は
完
全
に
發
達
せ
ず
-

ー
ー
般
に
卦
給
自 

足
經
濟
が
營
ま
れ
て
ゐ
る
爲
、
■單
に
自
給
自
足
經
濟
內
の
過
剩
生
康
物
、
：從

て

自

.B
に
と
っ
て
不
要
な
使
用
價
値
を
持
っ
た
生
產
物 

を
販
賣
し
、
.斯
く
て
得
た
貨
幣
で
自
己
.に
必
要
な
使
用
價
値
を
持
っ
た
生
產
物
を
購
入
す
名(

W
—
G
—

w
、.

W
'と
W
と
は
使
用
價
«
を 

異
に
す
る
商
品
を
指
す〕

場
合
で
.あ

る

。

こ

れ

に

反

：し
：

『

資
本
の..流
通』

と
は
、
商
品
生
.產
が
|
.般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
爲
、
各
人
は
た
だ 

貨
幣
形
態
に
於
け
る
利
潤
獲
得
をIn.

指
し
、
先
づ
一
定
額
の
貨
幣
を
投
じ
、
商
品
を
仕
入
れ
、
と
の
商
品
を
ょ
り
多
く
の
貨
幣
に
於
て 

販
賫
す
る(

G
—
w

—
G
、

G
と
ぴ
と
は
'異
っ
た
貨
幣
量
、
卽
ち
o
、H
G
+
gを
指
す)

場
合
.で
あ
る
。
前
者
の
.單
純
な
る
商
品
流
通
に
於 

て
は
使
用
價
値
が
問
題
に
さ
れ
、
而
か
も
こ
の
商
品
流
通
運
動
は
自
己
に
必
要
な
使
用
價
値
を
持
っ
た
商
品
が
購
買
さ
れ
る
や
、
そ
れ 

を
■直
接
個
人
的
消
費
に
當
て〜

了
ふ
か
、ら

»

そ
こ
.で
流
通
は
終
り
、
從
つ
て
有
限
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
，反
し
、
後
者
の
資
本
の
流
通
に

於
て
は
、
よ
り
多
く
の
貨
幣
*
、
.從
つ
て
價
値
量(

貨
幣
は
交
換
價
値
の
.本
質
た
る
價
値
の
純
粹
な
現
象
形
態
で
あ
る)

の
獲
得
が
問
題 

で
あ
り
、
且
つ
出
發
點
と
到
達
點
と
は
典
に
貨
幣
で
あ
り
、
直
接
?:
れ
を
個
人
的
浒
費
に
悉
ぐ
當
で
る
.の
で
.ば
な
く
、
ー
史
に
そ
の
貨
幣
を 

授
じ
て
觅
に
多
く
の
貨
幣
量
'の
獲
得
に
當
て
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
流
通
運
動
は
無
限
的
.で
あ
る
0.
そ
し
，て
斯
が
.る
剩
餘
價
値(
0
、丨
0
:
=
: 

的)

を
坐
み
出
ず
所
.の
も
0
&
.そ
資
本
0
丨w

丨

G
、)

で
あ
る
o.そ
れ
故
資
本
主
義
一
般
はG

丨W

丨
Q-
I
.
W
I
G
、へ
ーW

丨Q

ミ

，
，
.
• 
0
X
0 

な
る
無
限
の
資
本
の
增
殖
を
目
指
す
經
濟
組
織
で
あ
る
。
從
つ
て
斯
か
る
經
濟
組
織
を
對
象
士
す
る
#
坐
康
理
論
は
當
然
資
本
そ
の
も 

.の
の
.搏
生
產
、.卽
ち
資
本
蓄
積
の
理
論
：で
あ
る
。' 

.

.

.

’ 

. ■

:■
■

ノ 

/ 

第
ニ
に
從
來
.の
禅
生
產
.理
論
は
素
材
塡
補
よ
り
も
價
値
增
殖
の
，硏
究
に
重
點
を
置
い
た
:°
;

.

:

蓋
し
資
本
を
し
て
資
本
た
ら
し
め
る
剩
餘
價
値(

M)

の
發
生
ば
直
接
資
本
の
流
通
過
程
か
ら
は
說
明
さ
れ
な
い
。
若
し
直
接
の
流
通 

過
程
の
み
か
ら
剩
餘
慎
値
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
購
買
か
販
賣
か
の
過
程
に
於V

不
等
價
物
の
交
換
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
然 

し
た
と
へ
不
等
價
物
の
交
換
が
現
實
に
行
は
れ
る
に
せ
よV

こ
.の
不
等
價
物
の
交
換
に
よ
つ
て
は
、
國
民
經
濟
全
體
か
ら
み
て
、
旣
存 

•の
金
價
値
量
の
所
荷
關
係
の
變
更
を
說
明
し
得
.る
が
、
國
民
經
濟
全
體
に
於
て
新
.た
に
剩
餘
惙
値
の
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
0
.眞
6
剩
餘 

憤
値
の
發
生
は
說
明
さ
れ
な
，い
。
從
つ
て
等
價
物
の
交
換
を
前
提
し
、
而
か
も
剩
餘
傻
値
の
發
生
を
說
明
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
':然 

各
時
はG

I
W
—
G
、'

は
本
來G

I
W

とW
、

丨G
、
：

の
.ニ
過
程か

.，

ら
な
る
の
■で
あ
り
、：
w(

=
s

がW
、 (

=
G
、)

に
變
る
と
と
を
明
ら
が
に 

.し
な
け
.れ
ば
な
ら
料
。
つ
ま
り
眞
.の
■剩
餘
價
値
.の
■發
4-
は
流
通
過
程
が
ら
は
説
明
し
.得
ず
，.
Wを
ポ
に
轉
化
せ
し
め
“る
直
接
の
生
產
過 

程
が
ら
の
み
說
明
さ
れ
る
。

ブ

■
•
.
'
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:.
;
•

称
坐
產
规
論
の
#

造
變
化

 

コ
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抨
屯
”跑
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の
機
造
變
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一.四

(

1

0)
と
こ
ろ
で
個
々
.の
資
本
家
ば
貨
幣(

単
な
る
貨
幣
で
は
な
く
貨
幣
資
本
と
し
て
機
能
す)

を
投
じ
て
生
產
財
竝
び
に
勞
動
力
な
る
商
品 

c
f故
:̂
商
品

.で
は
な
く
生
產
資
本
と
し
て
機
能
す)

を
.購
貿
し
、
こ
.れ
に
‘よ
つ
て
.商
品(

單
な
る
商
品
で
は
な
く
商
品
資
本
す
。 

そ
の
,
生
^
財
た
る
商
品
に
含
ま
れ
た
價
値
量
■は
.そ
の
ま
.ま
新
た
に
生
產
さ
れ
た
商
品
に
移
さ
れ
る
.に
過
ぎ
な
いo

然
る
に
勞
勤
カ 

な
.る
.商
品

Q
M値(
そ
の
現
象
形
態
簦
銀)

もI

般
商
品
の
價
値
と
等
し
く
そ
の
.唐
に
社
會
的
に
必
要
と
さ

.

れ
る
平
均
勞
働
時
間
に 

よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
.こ
ろ
で
勞
働
カ
の
生
產
と
は
.勞
働
者
が
生
活
す
る
と
と
で
あ
り
、
生
*活
資
料
を
消
費
す
る
に
あ
る 

の
だ
か
ら
結
局
勞
傲
力
の
僙
値
は
生
活
資
料
の
生

'產
に
社
會
的
に
必
要
と
さ
れ
る
平
培
勞
働
時
間
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
例
へ
ば 

1.

楚
の
坐
產
技
術
を
前
提
し
、
そ
の
前
提
の
下
に
勞
働
者
一
日
の
平
均
生
活
資
料
が
四
時
間
の
勞
働
量
で
坐
產
さ
れ
る
と
假
定
す
る
。
 

然
る
時
は
等
倒
物
交
換
を
前
提
す
る
限
り
、
勞
働
者
一
日
の
，賃
銀
は
四
時
間
分
の
.價
値
量
に
相
當
す
る
。
と
こ
.ろ
で
資
本
家
は
こ
.れ
だ 

け
の
僙
値
贵
を
支
顿
つ
七
勞
働
カ
を
賈
人
れ
、
こ
れ
を
生
康
的
に
、消
費
す
る
場
合
、
'例
.へ
ば
八
時
間
だ
け
利
用
し
得
る
。
そ
の
場
合
新 

た
に
生
產
さ
れ
る
商
品
に
は
八
時
間
だ
け
の
勞
働
量
、
從
つ
て
價
値
量
が
體
化
さ
れ
、
四
時
間
分
だ
け
の
餘
剩
の
勞
働
量
、
卽
ち
剩
餘 

價
値
が
發
生
し
、
&
は
^
に
轉
化
す
る
。

靳
く
剩
餘
價
値
の
發
坐
は
.直
接
の
生
.產
過
程
か
ら
說
明
さ
れ
る
：0
さ
れ
ば
、
賃
鈒
に
.當
て
ら
れ
た
資
本
！§

分
は
剩
餘
價
値
を
直
接
發 

.4

.せ

.し
め
、
憤
値
量
を
變
化
せ
し
め
る
极
據
な
る
故
、
こ
れ
を
可
變
資
.来

3

部
分
と
呼
ぶ
。

一

■方
生
.產
財
に
當
て
ら
れ
た
資
本
部
分 

は
直
接
剩
餘
價
値
を
生
み
出
さ
ず
、1
價
値
貴
を
變
化
せ
し
め
な
，

s

が
故
に
、
と
れ
を
.不
變
資
来
C)

部
分
と
呼
ぶ
.。
然
り
と
雖
も
、
若 

し
生
鹿
財
•に
當
て
ら
れ
た
部
分
が
金
然
偾
値
の
增
殖
に
參
與
し
な

い
も
の
な
ら
ば
、
こ

れ
を
敢
へ
て
不
變
1

^ 0
部
分
と
呼
ぶ
こ
と
は
れ

来
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
.資
本
は
元
來G

—
W

—
G
、

と
し
て
常
に
價
値
を
增
殖
す
可
き
.も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
生
虛 

財
に
當
て
.ら
れ
た
資
本
部
分
は
直
接
剩
餘
價
値
を
生
み
出
し
は
し
な
い
が
、
剩
餘
價
値
を
，實
現
す
る
に
不
可
缺
の
# 0
1
:を
な
す
の
で
あ 

る
。
何
と
な
れ
ば
、
第
一
.に
、
■勞
働
，力
の
み
に
よ
つ
て
は
生
產
を
營
み
得
ず
、
勞
働
カ
が
生
產
財
と
結
び
つ
い
て
と
そ
生
產
カ
に
轉
化 

し
、’
こ
の
生
產
カ
に
よ
つ
て
剩
餘
價
値
の
體
化
さ
れ
た
商
品
資
本
^
が
生
み
出
さ
れ
る
'か
ら
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
叉
こ
の
生
潘
力
に
よ 

つ
て
具
體
化
物
と
し
て
商
品
資
本
に
同
時
に
何
等
か
の
使
用
價
値
が
具
現
さ
れ
、
そ
れ
故
に
こ
そ
他
人
に
需
要
さ
れ
、、
商
品
資
本
は
販 

賣
さ

.，

れ
、
W
は2

?

な
る
價
値
の
增
殖
さ
れ
た
貨
幣
資
本
に
ま
で
實
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
玆
に
剩
餘
價
値
を
坐
み
出
す
も
の
と
し
て 

(7
>
資

本

0
丨
名
1
0、>
が
眞
に
資
本
と
し
て
完
成
さ
れ
實
現
さ
れ
る
0
斯
く
生
康
財
に
當
て
ら
れ
た
資
本
部
分
は
剩
餘
價
値
の
极
據
で 

は
な
い
が
、
.そ
の
极
據
が
實
現
さ
れ
る
に
不
可
缺
の
條
件
故
る
が
故
に
' 
こ
れ
を
不
變
資
本
部
分
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
可
變
資 

本
を
根
據
と
し
、
.不
變
資
本
を
條
件
と
、し
て
實
現
さ
れ
.た
剩
餘
價
値
を
利
潤
と
呼
ぶ
。 

.

と
の
際
マ
ル
>

ス
經
濟
學
の
誤
謬
が
明
確
に
な
る
o
.マ
ル
ク
ス
.主
義
は
賃
銀
勞
働
者Q

勞
働
力
の
み
が
剩
餘
價
値(

そ
の
轉
形
と
し 

て
の
利
潤)

を
生
み
出
し
、
從
つ
て
剩
.餘
價
値(

利
潤)

の
資
本
家
へ
..の
歸
屬
は
資
本
家
に
よ
る
貨
銀
勞
働
者
の
搾
取
な
り
と
說
く
。
然 

る
に
.賃
銀
勞
働
者
の
：勞
働
力
の
み
が
剩
餘
價
値(

利
潤)

を
生
み
出
す
の
で
は
.な
い
。
第
一
に
、
生
產
技
術
'が
..ー
定
の
7]
<
準

に

達

し

て

居
 

れ
ば

fe
•そ
、
賃
銀
勞
働
者
一
日
の
生
活
資
料
の
生
產
に
要
す
る
社
會
的
平
均
勞
働
時
間
が
例
へ
ば
四
時
間
で
足
り
る
の
で
あ

-i
)
、
一
 

日 

の
貴
銀
は
四
時
間
分
の
價
値
と
な
り
、
從
つ
て
一
日
八
時
間
働
が
さ
れ
る
場
合
、
四
時
間
だ
け
の
.剩
餘
價
値
が
生
れ
る
の
で
.あ
る
。
卽 

ち
剩
餘
價
値
發
生
の
第
一
前
提
は
生
：產
技
術
の
發
達
で
あ
り
、
生
產
抜
術
の
發
達
は
車
に
賃
銀
勞
働
者
に
の
み
負
ふ
も
の
で
は
な
く
、 

•
押
坐
鹿
細
•論
の
構
造
猶
化 

ー

芄

(

七
六
ご



ノ
再
坐
摩
理
.論
の
'構
造
赞
化 

一

六

'(

•七
六
！0 

技
：術

家

攱

び

に

そ

办

發

听

釦

生

產

過

程

纪

»
用
ぜ
；ん
4
ず
.る

擊

家

'
:の
努
カ
^
負
基
.の
；で
：あ
る:;
'
0
'第

ニ

；に：
' 賃
銀
勞
働
者
め
■
は
す
る 

§
働
力
ぼ
資
本
家
.の
胂
衔
す
る
坐
產
財
と
結
び
つ
^
て
匕
务
初
參
て
生
靡
ヵ
に
*

^

、̂
ヒ
办
坐
：產
ヵ
：に
よ
.つ

て

剩

餘

價

値

..の
體
化
さ 

作
.た

商

品

資

本'が

生

が

出

さ‘
れ各.'の
第
三
舡
、

.た

ど
.へ
：
剩

餘

傻

値

は
.直

接

の

生

虛

過

程

に
‘於

.け

る

賃

銀

勞

働

#'
;の
剩
餘
發

« 

が
ら
生
ず
る
：.に
：し
て
：も
，
そ
れ
は
單
.に
剩
餘
價
値
が
事
實
生
&
得
か
こ

と
‘
.
■卽
'ち
剩
»
價
f
發
生
の
« 0
抱
：|
|
#
|
|
|
.

を
示
_す
.の
.み
で
、 

朱
だ
決
し
.て
_
餘
價
値
が
必
然
的
'に
實
現
ず
る
.こ
と
、
卽
.ち
，剩
餘
價
値
發
生
..の

1°
貧
粗
釔
示
ず
も
の
ヤ
は
な
い
_
0
.何
と
.な
れ
ば
、
牛
；康 

過
程
.に
於
て
剩
餘
僧
.値
が
生
み
出
さ
れ
：か
に
せ
お
、
そ
の
商
品
が
丁
葭
他
人
が
需
要
す
る
如
き
使
用
價
値
を
具
瑰
し
て
ゐ
な
け
ル
尤
、 

.販

賣

不

能

，に
路
り
ー

.
剩
餘
價
値
は
'現
實
に
貨
幣
形
態
.を
.と
：セ
#
ぬ
か
ら
.で
あ
る
。
こ
の
際
如
何
な
る
使
用
價
値
を
持
つ
た
商
品
の
幾
許 

量
が
；

M

會
で
需
要
さ
れ
.る
が
を
測
定
し
.，
と
，の
测
定
.に
某
づ
.い
：'て
勞
働
カ
と
生
產
財
と
を
結
合
し
..
.
'
.

1

定
種
類
'の
商
品
を
生
能
.し
、

こ 

れ
を
販
賣
し
、
.以
つV

坐
康
過
程
に
於
て
可
能
的
に
生
t
た
剩
餘
價
値
：を
現
實
..に
貨
幣
形
態
.に
迄
轉
化
す
.る
の
は
、
正
に
資
本
家
の
企 

業
能
力
に
依
存
す
る
。
そ
れ
故
吾
々
は
‘

マ
.ル
ク
ス
主
義
者
の
如
く
.
剩
餘
價
値(

そ
の
'轉
形
と
し
て
利
潤〕

の
發
生
を
賃
銀
勞
働
者
の 

勞
働
力
.に
の
み
求
め
る
、こ
と
も
出
來
な
け
れ
ば
、
及
剩
餘
價
値
の
資
本
家
へ
の
歸
屬
を
一
概
に
資
本
家
に
よ
る
勞
働
者
の
搾
取
な
り
と 

沄
ふ
こ
と
も
出
來
炎
い
。
寧
ろ
資
本
家
の
企
業
能
力
に
よ
り
商
品
の
販
賣
が
實
現
さ
れ
*
企
業
が
存
續
す
る
場
合
に
の
み
、
勞
働
者
の 

雇
傭
が
.保
證
さ
れ
る
：の
で
あ
A

-*
從
つ
.て
資
本
家
と
勞
働
者
と
は
相
互
補
足
的
關
係
に
立
ち
-
所
謂
運
命
協
同
體
を
構
成
す
る
.の
で
あ 

り
、
決
し
て
単
に
.階
級
級
對
立
を
な
す
も
の
.で
は
な
い
。

..

.

、
.

:
 

:

一
 

.扨
て
國
拢
經
濟
全
體
に
於
け
.る
資
本
の
再
生
產
過
程
、
卽
.ち
國
民
.資
本
の
再
生
鹿
過
程
を
取
极
ふ
場
合
に
も
、
個
々
の
資
本
家
の
資

本
卽
ち
個
別
資
本
の
W
生
產
過
程
に
於
け
る
と
等
し
く
、
國
民
經
濟
の
塗
靡
の
價
値
は(

一〕

不
變
資
本0

 

一
)

S

業

(

.三)

前
背 

を
條
件
と
し
後
者
を
根
據
と
し
て
實
現
さ
れ
た
剩
餘
價
値
の
三
部
分
か
.ら
な
る
。
然
し
國
民
資
本
の
稗
生
塵
程
を
分
析
す
る
に
當
つ 

て

は
#

3
資
本
の
? -

斗
產
の
分
析
と
異
な
$
.
¥
に
價
値
.の
增
殖
が
問
.題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
素
材
の
填
補
過
程
が
問
題
と
な 

る
。
何
と
な
れ
ば
、
坐
產
を
營
む
に
際
し
.て
は
生
產
財
I

一
 

定
の
素
材
と
-
勞
慟
者
鍵
.び
に
.資
本
家
を
養
.

4

爲

の

消

費

.財

な

る

一

定
 

の
素
材
と
を
要
し
.生
產
が
繰
り
返
さ
れ
る
爲
.に
は
、
絕
ず
.こ
.れ
等
生
糜
財
と
消
費
財
と
が
補
充
さ
れ
、
塡
補
さ
れ
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ 

か
ら
で
あ
る
。
’即
ち
何
處
か
ら
資
本
家
は
生
產
財
で
得
る
か
全
勞
働
者
と
資
本
家
と
は
何
處
か
ら
消
費
財
を
取
つ
て
來
る
か
、
生
糜
さ 

れ
户
生
產
物
は
々
^
に
し
て
と
れ
等
凡
て
の
需
要
を
滿
し
、
且
つ
生
產
を
擴
大
す
る
可
能
性
を
與
へ
る
等
が
問
題
と
な
る
。
そ
<
女
資 

本
そ
の
.も
の
の
苒
生
產
過
程
^.
分
析
す
.る
に
し
て
も
‘
國
民
資
本
の
禅
生
產
を
問
題
と
す
る
限
り
、
價
値
塡
補
と
同
時
に
素
材
填
補
を 

分
析
す
る
と
.と
が
必
要
で
あ
る
。
然
し
素
材
塡
補
ば
價
値
增
殖
.の
條
件
と
1>
て
こ
れ
を
.硏
究
す
.る
に
と
ど
ま
り
、
寧
ろ
從
來
の
洱
生

 ̂

理
論
は
本
來
資
本
そ
の
も
の
.の
苒
生
產
を
問
題
と
す
る
以
上
、
價
値
增
殖
の
硏
究
に
重
點
を
置
い
て
.ゐ
るo 

•

第
三
に
從
來
の
.稗
生
產
理
論
に
於
て
は
產
業
權
成
は
二
部
門
に
分
割
さ
れ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
いO

8
述
の
如
く
.
從
來
の
搏
生
產
理
論
は
資
本
そ
.の
.̂-
の
■の搏
生
產
迦
論
で
あ
り
、
從
つ
て«•
値

そ
.の
も
の
の%
_
の
硏
究
に
重
點
が
 

置
か
れ
、
.メ
ぶ
硏
究
に
必
要
.な
限
度
内
に
於
て
素
材
填
補
が
問
題
に
さ
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
9
從
づ
て
.一
般
•に
商
品
が
i

さ
れ
る
こ
ユ
生 

诗
則
，と
勞
傲
.力(

從
つ
て
消
費
財〕

な
る
素
材
を
必
要
す
る
か
.ら

し

て

塵

#
成
を
單
に
生
靡
產
業
部
門(

第
一
.部
門)

と
消
費
財
糜 

業
部
：門(

第
一
.：一，部
門)

に
分
割
し
て
.ゐ
る
：に
過
ぎ
な
い
Q
そ
し
て
#
生
產
過
程
を
次
の
如
く
說
明
す
る
。
と
の
際
說
明
を
销
.單
な
ら
し
め
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る
爲
に
、
凡
ゆ
る
虫
產
財C

原
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
機
械
の
如
き
も〕

一
回
の
生
產
過
程
で
磨
減
し
，
悉
く
生
齑
物
に
轉
形
し
又
第一 

第
二部

！：
共
に
そ
の
生
產
期
間
が
同
一
で
あ
る
と
假
定
し
、
而
か
も
單
純
稗
生
齑
の
場
合
の
み
を
說
明
す
る
。
.扨
て
第一

部
門
の
0
1十 

<
十
M
r
な
る
倒
値
量
_は
、

一
回
の
坐
產
過
程
の
終
り
に
際
し
、

そ
の
素
材
形
態
に
於
て
は
凡
て
生
產
处
と
し
て
生
產
さ
れ
て
ゐ
る
。 

そ
れ
故
^
に
相
當
す
る
懊
値
量
は
次
回
の
禅
生
產
に
當
つ
て
も
不
變
資
本
卽
ち
生
產
財
と
し
て
直
ち
に
利
用
し
得
る
故
、
こ
の
不
變
資 

本
の一

部
は
第

一
部
門
内
の
資
ホ
家
相
互
間
で
交
換
さ
れ
る
。
例
へ
ば
炭
鑛
業
に
從
事
す
る
資
本
家
と
製
鐵
業
に
從
事
す
る
資
本
家
と 

が
相
1
4に
右
炭
と
鐵
と
を
交
換
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
等
の
生
產
物
の
各
々
は
互
.に
生
產
に
於
け
る
必
要
な
素
材
で
あ
る
か
ら
で 

あ
る
。
，
又
一
部
は
直
接
自
己
企
業
杓
に
於
て
苒
び
生
產
的
に
消
費
す
る
。
.例
へ
.ば
そ
の
同
一
企
業
內
に
於
け
る
石
炭
採
掘
用
の
動
力
燃 

料
と
し
て
石
炭
が
用
ひ
ら
れ
る
。
然
る
に
^

+

5
に
相
當
す
る
價
値
量
は
現
在
坐
產
財
の
形
態
で
存
す
る
が
、
次
回
の
坐
產
に
勞
働 

者
の
勞
働
カ
及
び
資
本
家
の
生
活
を
#
生
產
す
る
爲
に
、
消
費
財
と
交
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
從
つ
て
と
の
部
分
は
第
一
一
部
門
の 

生
產
物
と
の
'交
換
を
.必
要
と
ず
る
。
他
方
第
二
部
門
のQ

+
V
2
+
M
3

な
る
價
値
量
は
、

一
回
の
生
齑
過
程
の
.終
り
に
際
し
、
凡
て
.そ 

の
素
材
形
態
に
於
て
は
消
費
財
と
し
て
生
產
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
>
2は

次

回

の

生

產

に

賃

銀

と

し

て

支

拂

は

れ

、

そ
.
の
儘
第
一
一
部
門 

刊
の
勞
働
者
に
.生
，活
資
料
と
し
て
消
費
さ
る
可
く
、
又
％
も
そ
の
儘
第
一
一
‘部
n
の
資
本
家
相
互
間
に
交
換
さ
れ
、
夫
々
生
活
資
料
と
し 

て
消
費
さ
れ
る
。
然
る
に
02
は
次
回
の
生
產
.に
當
つ
て
生
產
財
な
る
素
材
形
態
を
取
ら
ね
ぱ
な
ら
ず
、
現
在
は
消
費
財
の
形
に
於
て
存 

す
る
故
、
第
一
：.部
門
の
生
產
物(

生
產
財〕

と
交
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
圓
滑
に
苒
生
產
が
行
は
れ
る
爲
に
.は
、
第
一
部
門
と
第 

一
ー
部
門
の
生
產
物
中
相
瓦
に
交
換
さ
れ
る
可
き
部
分
が
そ
の
債
値
に
於
て
も
素
材
形
態
に
於
て
も
相
互
に
塡
補
さ
れ
る
、こ
と
を
要
す

!
|
丨

る
。
抓
ち
單
純
再
盡
の
均
衡
條
件
はV

1
+
M
1
=
Q

で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
塵
構
成
を
二
部
！：
に
分
割
し
、
W
生

產

程

を

霸

す
る
。

\

 

、
 

.

.
 

.
 

-
 

-

.
第
四
に
從
來Q

#

生
_

論
は
世
鐘
.
.濟
的g

：

生
產
理
論
で
あ
つ
た
。 

.

旣

に

述

べ

た

如

く

、
資

本

主

義

一

般

は

最

も

發

達

し

；̂

银

g
_

g

社
會p

 

t

、

一
 

般
に
商
品
交
換
を
基
礎
と
せ
る
經
濟
組
織
で
あ 

る

济

品

廣

は

利

繼

裳

る

營

利

欲

黑

づ

い

て

行

泛

る

の

で

あ
り
、

又
商
品
交
換
に
際
し
て
各
人
は
證Q

商
品
を
成
可
く 

多

霞

、
成
可
く
多
く
の
利
澗
を
も
つ
て
販
賣
せ
ん
が
爲
に
常
に
、
或
る
程
度
相
互
に
自
由
競
爭
を
行
は
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
故
資 

本
主
義一

般

の

理

疆

皆

I

利

經

證

織

で
I

。
斯
t

i

f

前
提
と
し
て
展
营
れ
I

來Q
g

l

理
論
は
當
然
做 

报
經
濟
的£

生
窗
論
で
あ
る
。
と
云4

Q

は
、
斯

か

る

麗

型Q

下
に
於
て
は
、
經
濟
行
爲
の
推
進
力
p

t
、
指
導
力
た
る
利
潤 

追
求
欲
が
何
等
そ
の
制
限
を
^

ら
ざ
る
如
く
、
利
繼
得
の
機
會
た
る
交
換
S

張
に
も
亦
何
等Q

制
限
が
置
れ
ず
、
交
f

'

J
に 

也
張
さ

れ

自

4

S

识
界
的
分
業
"
世
界
經
濟
を
最
高
の
實
在
と
解
す
る
に
到
る
.か
らp

含

。
そ
し
て
國
民
經
濟
は
單
に
世
琢 

私
濟
のI

環
と
し
て
、
.夫
々
そ
の
國
に
最
大
利
潤
を
齎
ら
す
如
く 

一
M
的
農
業
國
乃
至
工
業
國
の
形
態
，を
と
り
、
そg

結
果
そ
の
幽
民 

私
濟
の
自
立
性
め
失
は
れ
、
裝

經

濟

Q

A
為
消
さ
れ
る
。
そ
れ
故
從
來
の
莖
_

論
は
夫
々
.
特

殊

の

響

持

つ

た

國

民

經

濟

を
 

中
心
と
しV

K
I

課
 
1

|
開

莩

、
寧
I

れ

等

豐

_

m

象」

義

|

糞

_

本

襄

國

I

提
と
し
て

理
論
を
展
開
す
る
。 

.

第
五
に
從
來Q

S

生

產

理

論

は

•得

生

憲

程

の

調

節

者

を

自

働

的

價

格

機

構

I

め
て
ゐ
る
。

抨
生
摩
规
論
の
機
造
變
化.

、

九

(

七
六
芄〕



抨
生
逛
现
諭
の
構
造
變
化 

！1
0

 

(

七
六
六)

蓋
し
資
本
生
義1

般
の
理
想
型
が
自
出
營
利
經
濟
組
織
で
あ
る
以
上
、
自
_
競
爭
と
營
利
欲
と
が
經
濟
活
動
の
一
般
的
規
律
力
で
あ 

る
^
假
觉
さ
.れ
る
。
と
と
ろ
で
こ
の
ニ
つ
の
力
が
一
般
的
規
律
力
な
る
と
と
が
假
定
さ
れ
れ
ば
、
右
の
規
律
力
に
よ
つ
て
需
給
の
不
均 

衡
が
舀
動
的
に
調
節
さ
.れ
、
均
衡
同
復
が
行
は
れ
る
こ
と
が
演
繹
さ
れ
る
。
と
云
ふ
の
は
、
自
由
競
爭
と
營
利
欲
と
が
相
反
的
な
力
を 

尨
す
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
營
利
欲
に
支
配
さ
れ
、
供
給
者
達
は
自
已
の
商
品
の
販
賣
價
格
を
出
來
得
る
限
り
引
上
げ
、
需
要
者
達
は
出 

來
得
る
限
り
購
買
價
格
を
引
下
げ
ん
と
ず
る
。
こ
.れ
と
正
反
對
に
自
由
競
帶
に
支
配
さ
れ
、
供
給
者
達
は
相
互
に
他
の
競
爭
者
を
# 1
除 

せ
ん
が
爲
に
自
己
の
販
賣
價
格
を
引
下
げ
、
需
要
者
達
は
相
互
に
他
の
競
爭
者
を
排
除
せ
ん
が
爲
贮
購
買
價
格
を
引
上
げ
る
。
こ
の
相 

反
的
な
力
が
統
一
し
て
作
用
.す
る
結
果
、
價
格
の
自
由
變
動(

自
由
債
格)

を
介
し
セ
需
要
と
供
給
と
の
均
衡
が
自
動
的
に
調
節
さ
れ
、
' 

回
復
さ
れ
る
。
.例
.へ
ば
、
需
要
に
較
べ
供
給
が
不
足
し
た
場
合
に
は
、
先
づ
需
要
者
相
互
間
の
競
爭
が
激
化
し
、
價
格
を
騰
貴
さ
せ
る 

が
、
價
格
の
騰
貴
は
供
給
者
の
營
刺
欲
を
刺
戟
し
、
供
給
を
增
加
せ
し
め
る
と
共
に
、
他
方
需
要
者
の
營
利
欲
を
弱
め
、
需
要
を
減
少 

さ
せ
、
斯
く
て
需
給
.の
均
衡
を
自
動
的
に
回
復
せ
し
め
る
。
卽
ち
營
利
欲
と
自
由
競
爭
な
る
相
反
的
な
力
が
一
般
に
作
甩
し
、
.
こ
の
作 

用
に
よ
る
價
格
の
自
由
變
動
を
介
し
て
需
給
の
均
衡
が
自
動
的
に
調
節
さ
れ
る
。

: 

. 

'

、こ
.の
價
攪
機
構
の
自
動
的
調
節
作
用
に
よ
り
、
苒
生
產
過
程
の
不
均
衡
も
自
動
的
に
調
節
さ
れ
る
と
み
る
。
旣
に
述
べ
た
如
く
、
#
 

生
產
過
程
が
圓
滑
に
杇
は
れ
る
爲
に
は
、
第
ー
部
門
と
第
ニ
部
門
と
は
相
互
に
次
の
如
き
均
衡
蹣
係
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
< 

n

t (

単
純
再
生
產
の
均
衡
條

件〕

。と
と
ろ
で
こ
の
均
衡
關
係
が
何
等
か
の
原
因
に
.よ
つ
て
攪
亂
さ
れ
、
そ
の
結
果
生
產
財
產
業 

，部
門
と
消
費
財
產
部
門
相
互
間
に
需
給
の
不
均
衡
が
生
じ
.て
も
、
營
利
欲
と
自
由
競
荦
な
る
相
反
的
な
力
が 

一
.般
に
作
用
す
る
爲
、
そ

の
作
用
に
ょ
4

產
财
及
び
消
費
財
價
格
の
自
廛
動
を
通
じ
て
、
兩
部
門
間
の
需
給
の
不
均
衡
は
自
動
的
に
調
節
さ
れ
j 

.

1糜
の 

*
衡

條

件

が

、回

復

さ

れ

、

圓

滑

に

資

本

の

苒

生

產

が

行

は

れ

る

と
み
るO

.第

六

に

從

來

のW-
生
產
理
論
は
#
生
產
過
程
を
純
、經
濟
的
な
、
自
然
必
然
的
な
過
程
^
み
るo 

'

蓋
し
從
來
の
再
生
讓
論
は
自
秦
利
經
濟
組
織
を
前
提
と
す
る
。
.
.

AJ Q

經
濟
紐
織H

於
け
る
經
濟
事
象
の
_

は
專
ら
營
利
欲
蔺 

1/
に
驅
ら
れ
て
行
1;
す
'?
>
:
謂̂
轺
濟
人
で
あ
る
。
資
本
と
利
潤
.と
が
經
濟
事
象
の
樞
軸
を
.な
し
て

ゐ
る
o 

.こ
の
營
利
衝
動
の
自
甶
な
る 

發
動
に
ょ
つ
て
自
然
的
に
凡
ゆ
る
利
害
關
係
の
調
和
、
調
節
が
み
ら
れ
る
と
な
す
、
從
つ
て
と
の
自
然
必
然
的
な
經
濟
の
自
己
法
則
齒 

骚
に
1-
-^
る

國

象

の

午

涉

は

凡

て

經

濟

過

程

を

攪

亂

す
る
も
の
で
あ
-る
と
み
る
o
,そ
れ
故
#
生
產
過
程
を
分
析
す
る
に
當
つ
て
も
、 

そ
れ
か
ら
國
家
を
：

f

象
し
、
.そ
れ
を
純
經
濟
的
過
程
と
み
.、
而
か
も
そ
の
.過
程
は
自
由
競
爭
と
營
利
欲
と
に
ょ
つ
て
自
動
的
.に
.調
節
さ 

れ
る
自
然
必
然
的
過
程
と
み
る
。 

.

' 

:.
三

以
上
の
t

s

を
有
す
る
從
來

S
生
產
理
論
に
對
し
、
國
防
經
濟
的
重
產
理
論
は
如
何
に
そ
の
獲
を
變
化
す
る
か
。
勿
論 

そ
ヴ
鞲
I
變
化
灶
從
來
の
W-
生
^
理
論
の
構
造
を
金
然
否
定
す
.る
こ
と
令
意
味
し
は
し
な
い
o
寧
ろ
從
來
の
獲
を
肯
定
す
る
と
同
寺 

に
否
定
す
る
の
p

t
、
つ

ま

り

止

揚

す

る

の

で

何
と
な
れ
ば
、
國
防
經
濟
的g

生

盡

論
は
、
前
述
の
如

く

、
統
•制

資

本

主 

義
の
理
想
翻
を
前
提
す
る
も
の
.で
f

、
■從
つ
て
從
來
の
資
本
主
義I

•殺
の
理
想
型
を
前
提
と
す
.る
稗
生
產
理
論
と
共
通
の
モ
メ
ン
ト 

を
含
む
か
4

|

。
，|

.
問
題
は
從
來
の
粹
唐
.理
論
の
構
造
が
如
何
に
止
揚
さ
.れ
、‘
特
殊
な
柳
造
へ
と
移
行
す
を
か
で
あ
る
。

押
也
靡
现
論
の
構
造
_
化 

.
1

1
1

2
ニ
、
，5



與
巫
雅
规
論
の
構
造
變
化 

ニ
！I 

(

七
六
八〕

.

.第
一
,に
資
本
そ
の
も
め
.の
_
生

產

理

論

は

國

民

の

生

存

，の
維
持

>
防
衞
の
爲
め
資
本
の
洱
生
，商
理
論
に
移
行
す
る
，

.

.

蓋
し
從
來
の
洱
生
產
理
論
は
、
.旣
述
の
如
く
、
資
本
主
義」

.舣
め
理
論
型
た
る
完
金
な
自
由
營
利
經
濟
組
織
を
前
提
と
し
た
。
斯
か 

る
前
提
の
下
に
於
て
は
ハ
自
_
競
爭
と
營
利
欲
な
る
相
瓦
的
力
が
完
全
に
作
用
し
、
こ
の
作
用
に
ょ
り
價
格
の
自
由
變
動
性
が
坐
ず
る
。 

價
格
が
®
幽
に
變
動
す
れ
ば
、
假
り
に
生
產
財
產
業
部
門(

第
一
部
門)

と
消
費
財
產
業
部
門(

第
一
一
部E

)

と
.の
間
に
不
均
衡
が
坐
じ
、 

例
へ
ば
第
一
部
門
が
第
二
部
門
に
較
べ
過
度
の
生
齑
擴
張
を
行
つ
た
.に
し
て
も
、
そ
の
際
生
產
財
の
過
剩
生
產
は
そ
の
價
袼
の
低
落
を 

惹
き
起
し
、
第
一
部
門
の
利
潤
率
は
第
二
部
門
以
下
に
下
が
る
爲
、
資
本
は
第
一
部
門
か
ら
第
二
部
門
に
移
動
し
、
.第
一
部
門
は
縮
少 

さ
れ
、
第
二
部
門
は
擴
大
さ
れ
、
兩
部
！：
間
の
不
均
衡
は
自
動
的
に
調
節
さ
れ
る
。
斯
く
從
來
の
#
生
產
理
論
は
資
本
の
洱
生
南
均
衡 

條
件
がM

動
的
に
調
節
さ
れ
、
資
本
蓄
積
が
自
律
的
に
行
は
れ
る
と
み
た
。
斯
か
る
資
本
.の
自
律
的
#
生
靡
の
理
論
は
、
報
實
資
本
主 

義1

双
们
现
想
型
に
最
も
近
い
自
由
資
本
主
義
の
段
階
忙
は
大
體
妥
當
し
た
。
と
沄
ふ
の
は
-
當
時
に
於
て
は
自
由
競
爭
と
營
利
欲
と 

が
經
濟
活
動
の
支
配
力
を
な
し
、從
つ
て
僙
格
の
自
曲
變
動
に
ょ
る
資
本
の
洱
生
齑
均
衡
條
件
ハ
單
純
秤
生
靡
の
場
合
<
+
M
l
n
c
v 

獷
張
#
生
產
の
場
合
<?
'
+泛
1
+
>く
=
=10
+
/
?
0

〕

の
自
動
的
調
節
作
用
が
大
體
保
證
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
ぁ
る
。

然
る
に
猶
由
資
本
主
義
の
段
階
に
於
て
は
資
本
の
自
律
的
再
生
產
は
止
揚
さ
れ
る
に
，到
る
。
卽
ち
獨
占
資
本
主
義
も
や
は
り
資
本
主 

義
な
る
限
り
、
營
利
欲
は
存
續
す
る
が
、：
今
度
は
自
由
競
爭
の
代
り
に
獨
占
が
支
配
的
と
な
り
.
獨
占
が
支
配
的
と
な
れ
ば
過
去
の 

自
由
資
本
主
！g

に
於
け
る
如
く•

自
由
競
争
と
營
利
欲
と
に
ょ
る
價
格
の
自
由
變
動
性
は
止
揚
さ
れ
、
從
つ
て
資
本
の
稗
生
嵛
均
衡
條 

件
の
固
動
的
調
節
作
用
が
止
揚
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
資
本
の
•再
生
產
、
蓄
積
を
强
行
せ
ん
：と
せ
拭
、
强
力
な
國
家
の
政
治

的
權
力
と
結
合
し
な
け
れ
ば
：な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
資
本
の
西
生
齑
過
程
は
政
治
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
：史
に
詳
し
く
述
べ
れ
ば
*
獨 

i-
M
資
本
主
義
に
於
て
は
、
企
業
獨
占
體
の
資
本
は
固
定
資
本
部
分
が
流
動
資
本
部
分
に
較
べ
相
對
的
に
大
部
分
を
占
め
、
從
つ
て
生
產 

，費
中
共
通
費
が
比
例
費
に
較
べ
相
對
的
に
大
部
分
を
占
め
る
為
、
生
產
を
靴
限
す
る
時
は
生
產
費
遞
增
を
來
た
す
。
即
ち
固
定
資
本
が 

大
部
分
を
占
め
、
生
糜
組
織
が
硬
化
し
て
ゐ
る
爲
、
生
產
制
限
は
生
齑
費
遞
增
を
伴
ふ
も
の
と
し
て
、
そ
の
生
虛
縮
少
の
彈
力
性
も
硬 

化
す
る
。
そ
れ
故
た
と
へ
生
康
財
乃
至
消
費
財
の
商
品
資
本
の
過
剩
生
產
が
生
じ
て
も
、
そ
の
生
產
を
縮
少
す
る
と
と
が
困
難
な
爲
、
 

獨
占
力
を
利
用
し
、
生
糜
の
^
少
を
な
さ
ず
し
て
而
か
も
市
場
價
格
を
維
持
す
る
方
法
^-
と
る
。
そ
れ
は
內
國
市
場
に
對
す
る
供
給
數 

量
を
制
限
し
、
こ
れ
に
獨
占
價
格
を
課
す
と
共
に
、
他
方
殘
餘
の
過
剩
生
產
物
は
海
外
市
場
に
グ
ン
ピ
ン
グ
し
、
以
つ
て
利
潤
を
確
保 

せ
ん
と
す
る
方
法
で
ぁ
る
。
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
爲
に
は
.ニ
重
に
國
家
の
政
治
的
權
カ
.の

援

助

を

必

要

と

す

る

。

第

一

に

^

國

市

場 

に
獨
占
價
格
を
課
す
場
合
、
外
國
ょ
り
の
競
爭
を
避
け
る
爲
國
家
の
援
助
に
ょ
り
關
税
障
壁
を
廻
ら
す
必
要
が
ぁ
る
。
第
二
に
海
外
市 

場
へ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
、
海
外
市
場
開
拓
の
餘
地
が
狹
隘
化
す
に
つ
れ
て
、
そ
の
困
難
さ
を
増
し
、
世
界
市
場
の
分
割
が
完
了
し
、
鬥 

戶
の
閉
鎖
が
始
ま
.る
や
、
最
早
國
家
の
對
外
的
政
治
權
カ
の
强
化
な
く
し
.て
は
こ
れ
を
敢
行
し
得
な
い
。
更
に
商
品
資
本
で
は
な
く
、
 

過
剩
な
貨
幣
資
本
を
直
接
海
外
に
投
資
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
投
卞
資
本
の
安
全
性
を
保
證
す
る
爲
に
投
資
地
域
の
政
治
的
支
配
を
必 

要
と
す
る
。
'斯
く
獨
占
資
本
主
義
に
於
て
は
資
本
の
砘
生
產
、
蓄
積
過
程
は
自
律
性
が
止
揚
さ
れ
、
政
治
化
さ
れ
る
、こ
.と
.に
な
る
。

資
本
の
押
生
產
過
程
の
政
治
化
は
統
制
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
更
に
強
化
さ
れ
る
。
卽
ち
獨
占
資
本
主
義
.に
於
て
は
價
格
の
自
_ 

變
動
性
が
止
揚
さ
れ
、
資
本
の
洱
生
齑
均
衡
條
件
の
自
動
的
調
節
作
用
も
止
揚
さ
れ
.る
。
特
に
商
品
形
態
た
る
と
貨
幣
形
態
た
る
と
の 

W -
生
谏
现
論
の
構
造
變
化 

ニ
ー
一
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如

何

を

問

竽

、
_

資
本Q

は
け
口 
t

海
外
市
場
s

p

l

g

z

f
れ
る
や
、
i

的

謹

_

、
糧
的
不
況
に

陷
ら
ざ
る
を 

科

な

い

i\
*
に
か
て
資
4
の
ド
4
^'
-

蓄
橫
過
網
に
■
し

I

.層
高
度
の
國
家
干
涉
を
必
耍
と
す
る
に
到
る
。
.つ
..ま
り
資
本
の
#
坐
^
過 

程
の
調
節
背
た
る
價
袼
機
構
に
代
っ
て
.國
家
が
意
識
的
に
資
本
の
洱
生
ま
を
調
節
す
る
統
制
資
本
主
義
に
移
行
す
る
:.
0

所
謂
景
氣
政
策 

型
の
銃
制
資
本
主
義
に
於
て
は
、
慢
性
的
過
剩
生
■
狀
態
に
ぁ
る
商
品
資
本(

生
產
財
と
消
費
財)

を
貨
幣
形
態
に
實
現
し
、G—

W
I
G
、 

な
る
資
本
の
洱
生
產
過
程
を
可
能
な
ら
し
め
る
爲
に
，
國
家
は
軍
需
齑
業
及
び
公
典
土
木
靡
業
を
通
じ
、
そ
の
創
造
貨
幣
に
ょ
っ
て
資 

本
家
か
ら
過
乘
な
商
品
資
本
を
購
入
し
*
.こ
れ
等
を
貨
幣
形
態
に
實
現
し
て
や
る
。
卽
.ち
資
本
の
稗
生
產
過
程
は
國
家
の
創
造
貨
幣
の 

撒
布
を
通
じ
て
の
み
可
能
と
な
る
。

斯
く
資
本
の
洱
生
康
過
程
が
獨
占
資
本
主
_
及
び
銃
制
資
本
主
義
の
段
階
に
於
て
益
々
政
治
化
さ
れ
る
に
從
ひ
、
國
家
の
經
濟
に
對 

す
る
優
位
性
が
確
立
さ
れ
る
。
國
家
が
資
本
家
に
對
し
優
位
性
を
獲
得
し
、
資
本
家
に
代
っ
て
國
家
自
身
が
資
本
の
#
生
產
過
程
を
指 

镩
す
る
や
ぅ
に
な
る
と
、
資
本
の
再
生
產
過
程
も
最
早
資
本
そ
の
も
の
の
稗
生
^
過
程
で
は
ぁ
り
得
な
く
な
る
。
寧
ろ
國
民
の
生
#
の 

維
持
、
防
衛
の
爲
の
資
本
の
再
生
產
過
程
と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
第
一
に
獨
占
資
本
、義
の
段
階
に
於
て
は
、
政
治
的
紛
爭
を
伴
は 

ず
し
て
無
制
限
.に
經
濟
的
發
展
を
な
し
得
る
と
と
が
不
可
能
と
な
り
、
國
際
間
の
經
濟
競
爭
は
直
ち
に
政
治
的
鬪
爭
に
-轉
化
し
易
く
、
 

麗

間

の

摩

擦

、
馨
的
危
機
が
增
大
す
る
5

れ
て
國
民
乃
養
_

識
が
昂
揚
さ
れ
讓
は

5

國

民

乃

蓬

族

讓

た

る

性 

格
を
强
く
現
は
す
。
第
二
に
こ
の
國
民
乃
至
民
族
國
家
が
統
制
資
本
主
_

の
初
期
段
階
た
る
景
氣
政
策
型
の
段
階
に
於
て
、
資
本
家
自 

身
に
代
っ
て
資
本
の
种
生
齑
過
程
を
調
節
す
る
の
は
、
單
祀
資
本
家
に
利
潤
增
殖
を
保
證
せ
ん
が
爲
だ
け
で
は
な
い
。
否
な
慢
性
的
過

剩

生

嵛

に

惱

む

資

本

家

を

救

濟

す

る

と

共

に

、

軍

霊

業

、

公

共

土

木

事

業

を

通

じ

て

、

構

成

的

失

業

者

に

職

を

興

へ

.、

.、以

つ

て

勞

資 

の
如
何
を
問
は
ず
、
國
民
佥
體
に
生
活
の
保
證
を
與
へ
、
そ
の
坐
存
を
維
持
せ
ん
が
.爲
に
で
あ
る
。
第
三
に
景
氣
政
策
塑
の
統
制
資
本 

主
義
は
、
旣
述
の
如
く
、
ィ
ン
フ
レ
の
.可
能
性
な
る
矛
盾
を
持
ち
，
と
の
矛
盾
の
激
化
す
る
に
從
ひ
、
軍
需
產
業
の
跛
行
的
發
展
と
ィ 

ン
フ
レ
對
策
と
し
て
の
國
家
の
再
生
^
，過
程
に
對
す
る
統
制
の
強
化
と
を
通
じ
て
、
國
防
經
濟
型
の
統
制
資
本
主
義
に
移
るo

そ
し
て 

こ
.の
强
化
さ
れ
た
國
防
力
に
ょ
り
ィ
ン
フ
レ
克
服
の
窮
極
の
手
段
た
る
經
濟
生
活
圈
の
擴
張
を
企
圖
す
れ
ば
、
.そ
れ
だ
け
戰
爭
の
危
機 

は
增
大
し
、
こ
の
危
機
に
對
し
國
民
の
生
存
を
防
衞
す
る
必
要
が
加
つ
て
來
る
。
從
つ
て
國
家
は
國
民
，の
生
存
の
防
衛
を
目
標
と
し
て
資 

本
の
再
生
^
過
程
を
統
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
く
て
國
家
が
資
本
の
苒
生
產
過
程
を
指
導
す
る
に
到
る
.や
、
過
去
に
於
け
る
如
く
丨 

資
本
家
自
身
の
爲
に
資
本
そ
の
も
の
の
蓄
積
を
目
指
す
所
の
稗
生
產
過
程
は
止
揚
さ
れ
、
國
民
の
生
存
の
維
持
、
.防
衞
を
目
標
と
し

.

て 

營
ま
れ
る
資
本
の
再
生
產
過
程
に
移
行
す
る
。 

.

第
二
に
調
民
の
生
存
の
維
持
、防
衞
の
爲
の
資
本
の
洱
生
^
理
論
は
當
然
價
値
增
殖
上
り
も
素
材
填
補
の
研
究
に
重
點
が
移
さ
れ
る
。

.
蓋
し
從
來
の
資
本
そ
の
も
の
.の
！

4

生
產
理
論
に
於
て
は
素
材
塡
補
ょ
り
も
價
値
增
殖
に
.そ
の
研
究
の
重
點
が
置
か
れ
た
。
と
一K

ふ
の 

は
、
資
本
は
本
來
剩
餘
價
値
を
生
み
出
す
.も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
剩
餘
價
直
即
ち
剩
餘
勞
働
の
不
斷
の
#
生
產
た
る
資 

本
の
蓄
積
過
程
W
統
淛
資
本
主
義
に
於
て
も
一
般
に
行
は
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
否
な
銃
制
資
本
主
義
に
於
て
ば
斯
か
る
價
値
增
殖
な
る 

資
本
の
蓄
積
過
程
は
止
揚
さ
れ
る
o
.
.卽
ち
景
氣
政
策
型
か
ら
亂
防
經
濟
型
.へ
移
行
す
.る
•に
つ
れ
て
、
益
々
一
國
の
^
業
構
成
に
於
て
軍 

需
康
業
の
占
め
る
割
合
が
增
加
す
る
.0
と
こ
ろ
で
軍
需
品
は
他
の
普
通
商
品
と
異
な
り
、
.

g

生
_
過
程
か
ら
脫
落
す
る
も
の
で
あ
る
。

再
生
庳
理
論
の
構
造
變
化 

ニ

五

(

七
七
一)
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っ
ま
り
軍
需
品
生
產
が
行
は
れ
れ
ば
、
そ
の
生
遽
に
生
產
財
と
勞
働
カ(

從
っ
て
消
費
財〕

が
必
要
で
あ
り
、
と
れ
等
生
產
財
と
消
費
財
と 

を
用
ひ
て
坐
產
さ
れ
た
軍
需
品
は
國
家
の
手
に
購
入
さ
れ
、
國
家
に
ょ
つ
て
消
耗
さ
れ
、
稗
び
生
產
過
程
に
現
は
れ
て
來
な
い
。
そ
.の 

軍
需
品
生
產
を
通
じ
て
の
生
亦
財
と
消
費
財
と
の
挥
生
產
過
”程
か
ら
の
脫
落
は
、
價
値
鼓
び
に
剩
餘
憤
値
の
#
生
產
過
程
か
ら
の
脫
雜 

を
意
味
す
る
。
と
云
ふ
の
は
生
產
財
竝
び
に
消
費
財
は
慣
値
及
び
剩
餘
價
値
の
具
體
化
物
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
故
價
値
及 

び
剩
餘
價
値
の
具
體
化
物
た
る
.實
質
資
本
は
銃
制
資
本
主
義
に
於
て
は
稗
生
產
過
程
か
ら
脱
落
し
て
行
く
。
た
だ
國
家
の
撒
布
す
る
創 

造
貨
幣
の
形
態
に
於
て
名
目
資
本
の
蓄
積
が
續
行
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
從
っ
て
價
値
增
殖
な
る
眞
の
意
味
に
於
て
の
資
本
の
#

生
ま
、
 

卽
ち
資
本
の
蓄
積
過
程
は
最
早
問
題
と
な
り
.得
な
い
。 

-

、こ

の

場

合

資

本

の

#

生
^
は
價
値
增
殖
ょ
り
も
寧
ろ
素
材
填
補
の
觀
點
か
ら
硏
究
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
と
な
っ
て
来
るC 

.即
ち
た 

と
へ
創
造
貨
幣
の
形
態
に
於
け
る
名
因
資
本
の
蓄
積
が
圓
滑
に
行
は
れ
る
に
せ
ょ
.
そ
の
反
面
に
於
て
第
の
價
値
の
具
體
化
物
た
る
實 

質
資
本
、
卽
ち
生
淹
財
乃
至
消
費
財
た
る
素
材
形
態
に
於
け
る
資
本
は
；#
生
齑
過
程
か
ら
脫
落
し
て
行
く
。
從
っ
て
軍
需
鹿
業
を
通
じ 

.て
不
斷
に
脫
落
し
て
行
く
こ
れ
等
生
.產
財
乃
至
消
費
財
な
る
素
材
を
如
何
に
塡
補
し
、
實
質
資
本
の
洱
生
產
を
續
行
し
て
行
く
か
が
決 

宛
的
な
問
題
と
な
る
。
っ
ま
り
金
ょ
り
も
物
の
形
に
於
け
る
資
本
の
洱
生
糜
が
決
定
的
と
な
る
。

第
三
に
國
民
の
坐
#
の
雄
持
、
防
衞
.の
爲
の
資
本
の
再
生
產
理
論
に
於
セ
は
、
產
業
構
成
は1

一
部
門
分
割
か
ら
三
部
門
分
割
に
移
行 

す
る
。

從
來
の
洱
生
齑
理
論
は
坐
產
財
產
業
部
門(

第

一

部
門)

と
消
費
傲
齑
業
部
門(

第
一
一
部
門)

に

.一
大
別
し
た
。
と
沄
ふ
の
は
、

一
般
に

商
品
資
.本
の
.生
®
は
素
材
の
點
か
ら
し
て
生
^
財
と
勞
働
カ
の
結
合
に
よ
.つ
て
可
能
で
あ
り
、
而
か
も
勞
働
力
の
生
^
は
消
費
財
を
消 

費
す
る
、こ
と
に
よつ
て
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
且
つ
商
品
資
本
の
稗
生
齑
過
程
を
問
題
と
す
る
限
り
、
生
產
財
は
生
產
的
に
消
費 

さ
れ
、
消
費
財
は
消
費
的
に
生
！一

さ
れ
て
勞
働
力
を
產
み
出
し
、
生
康
財
と
勞
働
力
が
結
合
し
て
新
た
な
る
商
品
資
本
が
#
生
虛
さ
れ 

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
#
生
齑
が
圓
滑
に
行
は
れ
る
爲
に
は
兩
部
門
間
に
同
時
に
價
値
及
び
素
材
填
補
が
行
は
る
る
こ
と
を
必
要
と 

し
た
。

- 

. 

.

然
る
に
統
制
資
本
主
義
に
於
て
は
景
氣
政
策
型
が
ら
國
防
經
濟
型
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
益
々
軍
需
產
業部

！：

が
跛
行
的
に
發
展
す 

る
。
而
か
も
軍
需
產
業
部
門
は
啬
通
生
產
財
產
部
門
及
び
消
費
財
齑
部
門
と
異
な
り
、
商
品
資
本
の
再
生
產
に
寄
與
し
な
い
。
と
云
ふ 

の
は
、
軍
需
處
業
部
門
に
於
て
軍
需
品
を
生
產
す
：
に
は
等
し
く
坐
虛
財
と
勞
働
カ(

從
つ
て
消
費
財)

と
を
必
要
し
、
と
れ
等
生
康
財 

と
消
費
財
と
を
第一

及
び
第
一
,部
門
か
ら
購
入
し
、
そ
の
生
產
を
行
ふ
が
、
そ
の
.結
艰
坐
產
さ
れ
た
軍
需
品(

商
品
資
本)

は
國
家
に
よ 

つ
て
購
入
さ
れ
、
消
耗
さ
れ
て
、
商
品
資
本
の
W
生
.產
過
程
に
は
現
は
れ
て
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
商
品
資
本
の
洱
生
虛
に
寄 

與
す
る
と
否
と
に
よ
つ
て
、
第】

部
門
と
第
一
一
部
門
と
に
.對
し
特
に
軍
需
齑
業
を
第
三
部
n
と
し
て
區
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
銃
制
資
本
主
義
に
於
け
る
資
本
の
再
生
產
過
程
を
分
析
す
る
.に
當
り
、特
に
第
三
部
門
を
設
定
す
る
ヒ
と
に
對
し
•多
く
の
反
對 

論
が
#
す
る
。(

一.

)

軍
需
靡
<業
は
統
制
資
本
主
_
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
と
。
勿
論
過
去
の
資
本
主
義
段
階
に
も
軍
需
產
業
は
存
し 

て
ゐ
た
。然
し
自
由
資
本
主
義
段
階
に
於
け
る
如
く
國
民
經
濟
が
現
實
の
.國
防
經
濟
的
姿
を
と
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
時
代
に
は
、
軍
需
辦 

.業
は1

國
の
產
業
鞲
成
中
僅
か
な
部
分
を
占
め
.て
ゐ
た
.に
過
ぎ
ず
、
從
つ
て
資
本
の
稗
生
產
過
程
に
決
定
的
役
割
を
演
ぜ
ず
，
と
れ
を 

再

生

鹿

理

論

の

構

造

變

化

.
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四〕

I:

、
 

理
論
.上
抽
象
す
る
こ
.と
.が
可
能
で
：あ
ク
た
o
:
.と
れ
に
双
し
國
民
經
濟
が
國
防
經
濟
な
る
姿
を
現
實
に
と
つ
て
ゐ
る
統
制
資
本
主
_
の
段

階
に
於
■て
は
、
軍
需
產
業
ゅ
一
.國
の
康
業
構
成
の
重
要
部
分
を
占
め
、
資
本
の
#
生
產
過
程
に
決
定
的
役
割
を
演
ず
る
も
の
.と
し
て
理 

. 

論

上
.に
.於
て
も
最
早
柚
象
し
得
な
い
。(

二)

特
に
第

三

部
門
設
定
の
必
要
を
認
め
ず
、
こ
.
れ

を

從

來

の

第

.
一

乃

至

第

一

一
部
門
に
編
人
す 

可
き
で
あ
る
と
？
或
る
者
は
第
三
部
門
の
生
^
物
卽
ち
箄
需
品
が
多
く
第1.

部
門
に
馬
す
と
着
做
さ
れ
る
重
工
業
、
化
學
工
業
の
諸
エ 

場
で
生
糜
さ
れ
る
現
象
に
囚
は
れ
、
第
三
部
門
を
第
ー
.部
1
:に
編
入
せ
ん
と
す
る
。
.然
し
斯
か
る
主
張
に
對
し
て
は
軍
需
品
の
一

部
が 

又
食
料
品
、
'被
服
、
製
靴
工
場
等
の
第
二
部
鬥
で
生
產
さ
れ
る
事
實
を
擧
ぐ
可
き
で
あ
る
。
或
る
者
は
軍
需
品
が
消
耗
品
な
る
の
故
を 

以
つ
て
奢
侈
品
と
同
^
に
置
き
' .

第
二
剖
門
に
編
人
せ
ん
と
す
る
。
然
し
企
業
家
勞
働
を
含
め
て
一
切
の
勞
働
力
の
#
生
^

に
藉
侈
品 

が
全
然
寄
與
せ
ず
、
た
だ
生
活
必
需
品
の
み
が
勞
働
力
の
.再
生
產
に
寄
與
す
か
と
は
云
ひ
-*
い
0
吾
々
•は
專
ら
商
品
資
本
の
#
生
^
に 

寄
與
す
る
か
否
か
に
ょ
つ
て
特
に
第
三
部
門
を
設
定
す
る
の
で
あ
り
、
且
つ
.斯
く
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
の
み
國
防
經
濟
的
な
資
本
の

-p
i
'
 

生
產
過
程
を
正
し
く
把
握
し
得
る
の
で
あ
る
？ 

.

第
四
に
世
界
經
濟
的
洱
坐
產
理
論
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
的
稗
生
糜
理
論
に
移
行
す
る
。

\

從
來
の
再
生
產
理
論
は
資
本
主
義
一
般
の
理
想
型
た
る
自
曲
營
利
經
濟
組
織
を
前
提
と
し
た
。
從
つ
て
資
本
の
禅
生
^
過
程
は
專
ら 

資
本
家
の
自
由
な
營
利
活
動
に
載
づ
き
最
大
刺
潤
を
目
指
し
て
營
ま
れ
る
も
の
と
看
做
さ
‘れ
て
ゐ
た
。
若
し
國
民
經
濟
の
資
本
の
洱
生 

產
過
程
が
尊
ら
最
大
利
潤
を
目
指
しP

營
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
國
民
經
濟
は
自
主
性
を
失
ふ
こ
と
に
な
る
。
.可
ん
と 

な

れ

ば

'
國

民

經

濟

は

そ

の

特

殊

な

條

件

に

.

從
ひ
、
他
國
に，
較

.

ベ
生
產
費
の
安
い
商
品
の
生
產
に
專
ら
從
事
す
る
場
合
に

最

大

の

利

潤
が
得
ら
れ
る
故
、

一
面
的
な
農
業
國
か
工
業
國
か
の
姿
を
と
り
、
.從
つ
て
そ
の
國
民
經
濟
は
世
界
經
濟
の：

一
環
と
し
て
の
み
そ
の
仿 

立
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
ぁ
る
。
'つ
.ま
り
自
由
營
利
經
濟
組
織
に
.と
つ
て
は
世
界
的
分
業
、
.世

界

經

濟

が

理

想

型

を

な

す

。
.
そ

れ

故

從 

來
の
稃
坐
產
理
論
は
世
界
經
濟
的
再
生
產
理
論
で
ぁ
つ
た
。
そ
し
て
事
實
自
由
資
本
主
義
の
段
階
は
斯
か
る
理
想
型
に
最
も
近
づ
い
て 

ゐ

た

.0. 

:

ン

■ 

. 

' 

. 

.
.
.

 

.
.

.

.
- 

.

.

■

然
る
に
獨
占
資
本
主
義
か
ら
銃
制
資
本
主
義
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
資
本
の
再
生
產
過
程
は
.政
治
化
さ
れ
、.

國
家
が
國
民
の
生
存 

の
維
持
、
.防
衛
を
圈
指
し
て
資
本
の
冱
生
產
過
程
を
指
導
す
る
や
ぅ
に
な
つ
て
来
た
。
斯
く
國
民
經
濟
の
資
本
の
-#
坐
產
過
程
が
最
大 

利
溯
を
で
は
な
く
、
國
民
の
生
存
の
維
持
、
防
衛
を
目
指
し
て
營
ま
れ
る
や
ぅ
に
な
れ
ば
、國
民
經
濟
の
自
主
性
が
確
立
さ
れ
て
來
る
。 

卽
ち
或
る
生
！j

が
自
國
内
に
於
て
も
な
さ
.れ
得
る
に
拘
ら
ず
、
單
に
外
國
ょ
り
輸
入
す
る
方
が
專
ら
生
產
費
が
安
く
つ
く
と
の
利
潤
の 

觀

點

か

ら

し

て

、こ

れ

が

生

產

を

放

棄

す

る

と

と

は

許

.る
さ
れ
な
い
。
國
民
の
生
存
を
維
持
し
、防
衞
す
る
に
不
可
缺
な
物
で
ぁ
る
限
り
.、
 

利
潤
を
無
視
し
て
も
と
れ
を
可
及
的
に
そ
の
國
民
經
濟
内
に
於
て
生
虛
し
な
妙
れ
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
國
民
經
濟
を
ア
ゥ
タ
ル
キ
ー
化 

し
、
と
れ
に
自
主
性
を
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
面
的
農
業
國
乃
至
一
面
的
工
業
國
た
る
と
と
が
.廢
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

.

然
し
乍
ら
各
國
民
經
濟
は
そ
の
自
然
的
條
件
に
制
約
さ
れ
、
.た
と
.へ
國
家
が
補
助
金
、
獎
勵
金
の
交
付
を
な
し
、
又
科
學
を
動
員
し 

て
代
用
品
生
齑
を
强
行
す
る
に
し
て
も
、
國
民
の
生
存
の
維
持
、
防
衛
に
.必
要
な
も
の
を
一
切
そ
の
國
民
經
濟
内
に
於
て
生
產
す
る
こ 

と
は
出
來
な
い
。
-
そ
れ
故
國
民
經
濟
の
ア
ゥ
.タ
ル
キ
ー
化
を
補
足
す
る
爲
に
、
不
足
す
る
物
資
特
に
原
料
資
源
の
補
給
を
確
保
す
る
：
 ̂

的
を
以
つ
.て
そ
の
經
濟
的
支
配
圈
卽
ち
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
を
確
立
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
.玆
に
世
界
經
濟
は
解
體
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
に 

•

砰
生
產
现
論
の
構
造
變
化
. 

ニ

九

C

七
七
五)



•

W
也
瘐
观
输
の
機
造
.费
化 

. 

§

ゝ
H

S

G

移
行
せ
さ
る
を
得
な
い
。
從
つ
て
從
來Q

世
界
經
濟
的
再
生
廳
論
は
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
的
重
_

論
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

弛
界
經
濟
的
f

-
產
理
論
に
.於
て
は
、
最
大
利
潤
の
獲
得
な
る
價
値
增
殖
の
觀
點
が
決
定
的
で
あ
る
に
對
し
、
ブ
口
ッ
ク
經
濟
的
1 

生

盡
論
に
於
.て
は
、
麗
の
坐
存
の
維
持
、
防
衛
の
爲
に
は
如
何
I

物
資
を
絕
へ
ず
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
補
給
し
、
W *
生
產
を
續
行
す 

可
き
か
と
の
素
材
塡
補
の
觀
點
が
よ
り
決
觉
的
で
あ
る
。
次
に
倫
敦
の
國
際
問
題
王
立
研
究
所
の
i

 (

註)

に
,

き
、
獨

•
伊

•
日
• 

英
•似
*
蘇Q

各
麗
經
濟
は
如
何H

そ
‘

Q.

ブ&

ッ
ク
經
濟
を
形
成
す
れ
ば
ア
ヴ
タ
ル
T

化
が
保
證
さ
れ
る
か
を
略
述
し
よ
ぅ
。
そ
し 

て
こ
れ
は
今
次
の
大
戰
に
於
け
る
各
國
の
動
向
を
判
斷
す
る
上
に
重
要
な
指
針
を
與
へ
る
。 

一
 

-
(

胜
、
ト
ぽ Royal Institute of Jaternational Affairs, 

R
a
w

 Materials. London, N
o
v
e
m
b
e
r

 1939.

こ

ク
調
奋一

に

よ

れ

ば
狼

逸
に
と
つ
て
は
瑞
典
の
鐵
鑛
石
と
ル
ー
マ
一
一
ヤ
の
石
汕
と
が
決
定
的
意
味
を
持
つ
。
そ
の
上
こ
れ
等
兩
國 

は
多
露
材
木
を
補
給
し
得
る
し
、

一

方
ル
；

il
ヤ
は
又
穀
物
、
家
畜
2

要
な
雷
者
で
あ
り
、
と
れ
等Q

點
に
於
て
充
八
P

J
 

の
需
要
を
滿
た
し
得
る
。
と
れ
と
ほ
ぼ
同
樣
に
獨
逸
に
と
つ
て
重
要
な
の
は
ユ
1
ゴ
I
ス
ラ
ビ
ヤ
の
資
源(

銅
、
ボ
1
キ
サ
イ
ト
、
ク
ロ 

丨
ム
ア
ン
チ
モ
ニ
イ
ノ
鉛
、
蓝
鈴
、
材
木
、
霧

、
家
畜)
、
ハ
ン
ガ
リ
丨
の
資
源(

ボ
丨
キ
サ
イ
ト
、
穀
物
、
家
畜)

及
び
伊
太
利 

の
資
泥(

硫

黄

黄

鐵#

水
銀)

で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
鐵
鑛
石
、
.銅
、
黃
鐵
鑛
、
水
銀
も
亦
頗
る
重
要
で
あ
る
が
、
銅
を
除
い
て
は 

孰
れ
も
獨
逸
は
上
記
の
も
つ
と
手
近
な
所
か
ら
そ
の
必
要
す
る
も
の
を
凡
て
獲
得
し
得
る
。

そ
れ
故
北
部
、
.中
部
.
.束
部
ョ
丨
口
ッ
パ
は
獨
逸
の
鐵
鑛
石

(

瑞
典)

鉛
、
：惹

(
ユ
丨
ゴ
丨
ス
ラ
ビ
ヤ)

ボ
丨
キ
サ
イ

ト(

ハ
ン
ガ
リ 

丨
、

ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ
ヤ)

ア
ン
チ
モ 

一

r

イ(

.ユ
ー
ゴ
I
ス
ラ
ビ
ヤ)

水
銀(

併
太
利)

石
油(

少
く
と

も
一

部

は

ル

ー

マ

二
ヤ〕

硫
黄
乃
至

リ 、 』
が L

/3
 

V 

u
j
.
1 

I
. 

f 

f

I
n 

s 

i 
ihj
 

?
1

f
l 

f
t 

J 

T
 
i
 

n 1

I!
ド£
f{;

i

iL

黄
鐵
鑛(

伊
太
利
、
ノ
ー
.ル
ウ
エ
イ
等)

i}
!
»
麻C

ハ
ル
チ
ッ
ク
諸
國
乃
至
ポ
ー
ラ

ン
ド〕

大
麻
や
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ

ャ

、

併
太
利〕

材
木(

ス 

カ
ン
チ
ナ
ビ
ャ
、
ポ
1
ラ
ン
ド
乃
至
東
南
ョ
ー
口
ッ
パ)

毂
物
、家
畜(

ポ
I
ラ
ン
ド
乃
至
衆
南
ョ
ー
ロ
ッ
パ〕

及
び
魃
草(
ブ
ル
ガ
リ
ャ
、 

ギ
リ
シ
ャJ

等
に
對
す
る
必
要
を
恐
ら
く
滿
し
得
る
で
あ
.ら
う
。

然
し
乍
ら
銅
*
マ
ン
ガ
ン
、
植
物
汕
の
供
給
は
頗
る
不
足
で
あ
ら
う
。

一
方
屑
、
ス
ト
ッ
ク
、
代
用
品
の
供
給
が
常
に
不
足
な
る
こ 

と
を
假
觉
す
る
限
り
、
.事
實
次
に
擧
げ
ふ
原
料
は
凡
て
海
外
か
ら
の
輸
入
に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
卽
ち
錫
、li

ッ
ケ
ル
、
タ
ン
グ 

ス
テ
ン
、
ヴ

T
ナ
デ
ウ
ム
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
燐
鑛
、
石
綿
、
護
謨
、
棉
花
、
羊
毛
、
黄
麻
、
絹
-
シ
サ
ル
麻
及
び
珈
琲
で
あ
る
。
こ
れ 

等
原
料
の
凡
て
は
必
要
缺
く
可
ら
ざ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
等
の
^
で
も
特
に
銅
、
マ
ン
ガ
ン
、-1

ッ
ケ
ル
、
燐
鑛
、
護
謨
、
植 

物
油
は
頗
る
重
要
性
を
持
つ
0
そ
れ
等
の
内
.マ
ン
ガ
ン
、
燐
鑛
、
石
綿
の
三
つ
は
蘇
聯
に
ょ
つ
て
供
給
さ
れ
得
る
し
、
又
蘇
聯
は
多
少 

の
石
汕
輸
出
を
な
し
得
る
こ
と
を
注
意
す
可
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
獨
逸
ば
伊
太
利
と
蘇
聯
と
結
び
、
北
部
、
中
部
、
衆
南
部
ョ
ー
ロ
ッ 

パ
に
瓦
り
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
を
結
成
す
る
限
り
、
略
そ
_の
_ア
ウ
タ
ル
キ
ー
は
確
立
さ
れ
る
0 

伊
太
利
の
最
も
賴
り
得
る
供
給
地
は
恐
ら
く
獨
逸
と
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ
ャ
で
あ
ら
う
。
兩
國
の
^
獨
逸
は
石
炭
、
苛
性
加
里
、(

オ
ー 

ス
ト
リ
ャ

の〕

マ
グ
ネ
シ
ィ
ト
を
供
給
し
得
る
普
だ
し
、
他
方
.ユ

ー

ゴ

ー

ス

ラ

ビ

ャ

は

過

剩

な

穀

物

、

肉

類

、

材

木

、
銅

(

こ

れ

は

獨

逸 

も
亦
必
要
と
す
る)

、
紛
，
ク
ロ
1
'ム
、
ア
ン
チ
モ
！ー
イ
を
持
つ
て
ゐ
る
。

.

饼
太
利
に
と
つ
て
そ
の
布
汕
の
供
給
地
は
明
ら
か
に
ル
ー
マ
ニ
ャ
と
イ
デ
ク
で
あ
り
、
鐵
鑛
汩
は
ス
ペ
イ
ン
、
佛
領
北
ア
フ
リ
カ
及 

び
佛
蘭
西
本
國
、で
I

。H

デ
ブ
ト
は
棉
花
、
，マV

ガ
ン
、
燐
鑛
、
煙
孽
の
.供
給
地
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
最
後
の
煙
草
は
ブ
ル
ガ
リ 

押
坐
糜
观
論
の
楛
造
變
化 

f
 

(

七
七
七〕
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三
ニ 

(

■七
.七
八
ノ 

ヤ
、'
.ギ
リ
.シ
ャ
，
小
ル
コ
に
於
て
も
坐
產
さ
れ
る
。
地
中
海
..の
彼
方
ょ
り
確
保
，し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
物
資
は
護
謨
、
' 錫
、
タ
ン
グ
ス
テ 

ン
、
ヴ
：ァ
ナ
デ
ウ
ム
> 
モ
.リ
ブ
デ
ン
、

.石
綿
、
珈
排
、
，或
る
種
の
植
物
油
で
あ
る0

:

-

.

:

.

.そ
れ
故
伊
太
利
は
獨
逸
と
結
び
地
中
海
沿
岸
諸
國
を
そ
の
經
濟
的
支
配
圏
と
す
る
な
ら
ば
、
可
成
り
そ
の
ア
ウ
タ
ル
キ
丨
-匕
の
可
や
へ 

性
は
增
す
が
、
な
ほ
餅
太
利
は
主
要
工
業
原
料
た
る
石
炭
、
鐵
鑛
石
、
.石
油
の
點
で
脆
弱
性
を
持
つ
。
例
へ
ば
、
石
炭
は
九
•〇
％
を
輸 

人
に
仰
ぎ
、
ク
ご
の
多
く
は
英
國
か
ら
輸
人
さ
れ
：て
居
り
、.ア
.ビ
'シ
1
1ヤ
戰
役
後
そ
の
多
く
は
獨
逸
ょ
り
輸
入
さ
れ
.る
や
ぅ
に
な
っ
た
が
、
 

然
し
獨
逸
か
ら
の
陸
上
輸
遂
は
海
上
輸
送
め
場
合
に
較
べ
、
そ
の
輸
送
能
力
が
不
充
分
で
あ
る
。
供
太
利
は
そ
の
必
要
す
る
鐵
の
約
三 

分
の
一
一
は
輸
入
に
何
ぎ

*
，主
と
し
て
合
衆
國
、
佛
蘭
西
か
ら
屑
鐵
を
輸
入
し
て
ゐ
る
。
石
油
は
そ
の
七
〇
％
以
上
を
.ジ
ブ
ラ
ル
.タル
經 

由
で
合
衆
國
、
中
米
か
ら
輸
人
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
輸
入
の
代
替
地
と
し
て
ル
ー
マ
二
ヤ
、
ィ
ラ
ク
、
蘇
聯
、
ィ
ラ
シ
が
擧
げ
ら
れ
る 

が
、：
こ
れ
等
の
國
は
孰
れ
も
他
の
國
へ
の
輸
出
を
極
端
に
制
限
せ
ざ
る
限
り
、
伊
太
利
の
需
要
を
滿
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。
而
か
も
ル
.
1 

マ
ユ
ヤ
の
布
汕
は
平
時
、
.戰
時
を
問
は
ず
*
同
時
に
#
太
利
と
獨
逸
と
の
需
要
を
滿
す
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
。
そ
れ
故
伊
太
利
が
地 

中
海
の
奴
隸
た
る
地
位
を
脫
却
す
る
に
は
非
常
な
困
難
を
伴
ふ
。 

.

日
本
は
そ
：の
植
民
地
及
び
滿
洲
國
を
合
せ
れ
ば
、
食
料
、
.クa

1
ム
鐵
鑛
、

マ
グ
ネ
シ
ィ
ト(

滿
洲)

、
硫
黄
、
黄
鐵
鑛
、加
里
硝
石
、
 

燐
鑛(

委
任
銃
治
領〕

に
就
い
て
.は
略
自
給
自
足
が
可
能
で
あ
’る
。
支
那
は
日
本
の
必
要
す
る
錫
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
ア
ン
チ
モ
一
一
ィ
を 

凡
て
供
給
し
得
る
し
、
.
.又
將
來
.に
於
て
は
恐
ら
く
石
炭
、
鐵
鑛
石
、
綿
花
、
羊
毛
を
も
供
給
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
。

..

然
し
乍
ら
石
油
、
護
謨
、
ボ
ー
キ
サ
イ
に
就
い
て
は
、
日
本
は
少
く
と
も
遠
く
蘭
領
東
印
度
に
こ
れ
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
樹

印
は
又
.

I
I
;

ル
を
供
給
し
得
る
。
其
他Q

多
く
の
原
料
に
就
い
て
は
、
日
本
は
更
に
醫
に
こ
れ
等
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ 

の
主
要
な
供
給
地
を
示
せ
ば
.、
銅(

カ
ナ
ダ
乃
至
合
衆
國〕

鉛
及
び
：1

(

濠
洲
、
.メ
キ
シ
コ
.、
カ
ナ
ダ)

.マ
ン
ガ
ン(

印
度)
水
銀(

所
太 

禾
乃
至
.ス
ヘ
イ
ン

〕

宽
性
如
里
、
石
綿

(

カ
ナ
ダ

〕

ヴ
ァ
チ
ヂ
ウ
ム

(

ペ
ル
丨

)

モ
リ
ズ
デ
‘ン(

合
衆
國)

で
ぁ
る
。
そ
の
上
少
く
と
も
現
在 

日
本
は
な
ほ
石
油
、
屢

、
棉
花
に
就
い
て
は
合
衆
國
に
、
鐵
鑛
石
に
就
い
て
は
英
領
馬
来
、
濠
洲
に
、
讓
及
び
棉
花
に
就
い
て
は 

印
度
に
、
羊
毛
に
就
い
て
は
英
國
の
.自
治
領
に
頗
る
依
存
し
て
ゐ
る
。

.そ
れ
故
將
來
支
那
、
滿
洲
の
經
濟
開
發
が
成
功
し
、
そ
の
際
日
滿
支
の
外
に
蘭
印
を
加
へ
て
ブ
ロ
.ッ
ク
經
濟
を
結
成
す
る
な
ら
ば
、

我
が
麗
經
濟
の
ア
ウ
タ
ル
T

化
は
略
達
成
f

れ
.る
。
然
し
そ
れ
に
到
る
迄
に
は
、
原
料
の
關
係
上
英
米
S

力
は
我
が
國
民
經 

濟
に
對
し
可
成
り
大
な
る
こ
と
を
覺
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？

大
英
帝
國
に
就
い
.て
は
先
づ
そQ

本
國
を
中
心
に
し
て
み
る
と
、
英
本
國
は
大
西
洋
類
の
諸
國
か
ら
そ
の
必
要
す
る
物
資
の
殆 

ん
ど
凡
て
を
蕃
に
獲
得
し
得
る
。
佛

麗

善

性

加

f

供
給
し
？

し
、
i

'
ら
く
鐵
碧
、
i

(

北

学

$

力
か
ら〕

名
供

給
し
得
る
。
ア
フ
リ
力
は
植
物
油
、
コ
コ
ア(

西
部
ア
7
リ
カ)

銅(

北
部
ロ
.
1
.デ

シ

ヤ

ガ

，ラ)

マ
ン
ガ
ン
パ
西
部
ア
フ
リ
カ
ギ
ネ 

ア
グ
黄
金
海
岸)

ク
W
1
ム
鐵
鑛
及
び
石
綿(

南
部
ロ 

i
ア
シ
ヤ)

ヴs

ナ
デ
ウ
ム(

西
南
ア
フ
リ
カ
乃
至
北
部
ロ
1
デ
シ
ヤ)

を
供
給
し 

\ィ

ア

フ

ゼ
.
ン
-チ
ン
及
び
ウ
ノ
グ
イ
は
バ
麥
玉
蜀
_

牛
肉
、
羊
肉
、
羊
毛
の
大
輸
出
國
で
ぁ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
及
中
米
は
豐
富 

I

蕩

.、
I

、
I

、
コ
コ
ア
,

f

.キ
サ
イ
ト(

英
領
、
蘭
領
ギ
ヤ
ナ)

石
汕c

特
に
ベ
ネ
I

フ
及
.び
メ
キ
シ
コ)

鉛
.
羅

、
 

ア
ン
.チ
モ」

一.イ
'

(

メ
キ
シ
.コ〕

を
持
つ
.。
合
衆
國
は
棉
花
、
煙
草
の
主
要
な
英
本
國
へ
の
供
給
地
を
な
し
、.一

.

方
合
窗
の
石
池
、硫
黄
、 

|

產
现
論
の
構
造
變
化
. 

三
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再
生
摩
理
論
の
機
^'
變

化

a
四

(

七
八
o)

燐
鑛
、
.モ
リ
ブ
デ
ン
も
亦
英
本
國
に
輸
入
さ
れ
る
。
カ
ナ
ダ
の
持
つ
多
く
の
資
源
の
内
に
は
、
.小
麥
，
果
物
、
材
木
、
石
綿
•銅
、紛
、

蓝
鉛
、

一
一
ッ
ケ
ル
、
ア
ル
ミ
二
ユ
ー
ム
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。 

-

た
だ
大
西
洋
沿
岸
以
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る
物
資
の
内
で
大
切
な
の
は
護
謨(

馬
來
、
蘭
領
東
印
度
乃
至
セ
イ
ロ
ン
島)

タ
ン
グ
ス
テ
ン

(

ビ
ル
マ
、
馬
來
乃
至
セ
イ
ロ
ン
島〕

黄
麻(

印
度)

茶(

印
度
、
セ
イ
口
ン
島
乃
至
支
那)

で
あ
る
。

次
に
英
本
國
に
植
民
地
、
保
護
領
、
委
任
統
治
領
を
加
べ
る
と
如
何
に
な
る
か
。•
勿
論
英
本
國
で
供
給
の
充
分
な
の
は
石
炭
だ
け
で

あ
る
。
然
る
に
そ
の
.植
民
地
、
保
護
領
、
委
任
統
治
領
に
於
て
は
、
英
國
は
充
分
過
ぎ
る
護
謨(

馬
来
、
セ
イ
ロ
ン
谿)

變

馬

來

、
一
一
ガ 

、

. 

..
 

.

.

.

.
 

:

'

ラ〕

マ
ン
ガ
.ン(

黄
金
海
岸)

を
持
ち
、
叉
充
分
な
數
量
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト(

英
領
ギ
ア
ナ〕

ヴ
ァ
ナ
デ
ウ
ム(

北
部
口
ー
デ
シ
ヤ
岩
員

セ

イ
ロ
ン
島〕

燐
鑛(

ナ
ウ
ル
.及
び『

ク
リ
ス
マ
ス
島)
シ
サ
ル
麻
.

(

東
部
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ガ
ー
一
イ
カ
の
委
任
統
治
領〕

植
物
油(

ニ
ガ
ラ
の
掠

橺
油
、.

馬
來
の
椰
子
油
等〕

を
持
つ
し
、
他
方
_
.
ハ

北
部
ロ
■

1
デ
シ
ヤ〕

黄
鐵
鑛
.

(

サ
イ
プ
ー
フ

ス

島)

1|
1

琲
ハ
ケ
ー
一
ヤ

〕

も

供
給
さ
れ
る
や
ぅ

に
な
つ
て
來
た
。
若
し
南
部
ロ
ー
デ
シ
ヤ
を
加
へ
る
と
、
.ク
ロ
ミ
ウ
ム
、
石
綿
の
.供
給
も
亦
充
分
で
あ
る
。
然
し
そ
の
.植
民
地
、
委
任

統
治
領
か
ら
こ
れ
等
貴
重
な
物
資
の
供
給
を
受
け
る
に
枸
ら
ず
、
な
ほ
英
本
國
に
と
つ
て
そ
の
供
給
が
不
足
し
て
ゐ
る
の
は
特
に
石
油

と
棉
花
で
あ
る
。

_
と
こ
ろ
が
第
三
に
自
治
領
と
印
度
を
加
へ
る
と
事
情
は
.一
變
す
る
。
.こ
の
場
合
大
英
帝
國
は
過
剩
な
小
麥(

カ
ナ
ダ
及
び
濠
洲)

鉛 

(

濠
洲
、
.
'力‘
ナ
ダ)

n

ッ
ケ
ル(

カ
ナ
ダ)

ク
ロ
.
丨
ム
及
び
石
綿(

南
部a

丨
デ
シ
ヤ)
羊
毛(

濠

洲

,,
'
ニ
ユ
ー

ヂ

ー

ラ
ン
ド
，
、
南

部

ア

フ

リ

カ

) 

黄
麻(

印
度
}を
持
ち
、
又
米(

印
度〕

肉
類(

自
治
領)

鐵(

一
一
-
1
フ
ァ
ウ
.ン
ド
ラ
ン
.ド
、
濠
洲
等)

銅(

カ
ナ
ダX

タ
シ
ダ
ス
テ
ン(

ビ
ル
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T

^

vi
u
-
.
,
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I
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,
1
.

If

マ)

.マ
ク
ネ
シ
ィ
トC

カ
ナ
、ダ
及
び
印
度)

材
木(

カ
ナ
ダ)

.
に
.就
い
て
は
自
給
自
足
の
狀
態
に
あ
る
'
0
"
:
唯

一

の

不

足

し

，て

ゐ

る

重

要

な

原 

%
は

石

泔货
5
2

如

里

ア

ン

チ

モ1

一
イ
、
水
銀
-
モ
リ
ブ
デ
ン
、
絹
、
M

麻

、

大

麻

、

マ
一
一
ラ
麻
で

あ
り
、
一
方
棉
花
、
硫
黄
乃
至 

r-
叙
鑛
の
供
給
は
念
ほ
不
充
分
で
あ
る
。
然
し
兎
に
角
大
帝
國
は
旣
に
略
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
狀
態
に
達
し
て
ゐ
る
と
看
故
し
#
る
。

次
に
怫
蘭
西
に
就
い
て
述
べ
ょ
ぅ
。
石
炭
は
充
分
過
る
程
あ
る
が
鐵
鑛
石
の
足
り
.ぬ
英
本
國
及
、ひ
獨
逸
と
は
反
對
に
-
佛
蘭
西
は
.一
 

部
石
炭
が
足
り
ぬ
が
、
過
剩
な
鐵
鑛
石
.

(

殆
ん
ど
凡
て
が
ロ
1

レ
ン
で
糜
出
さ
る〕

を
持
っ
て
ゐ
る
。
佛
蘭
西
は
又
過
剩
な
ボ
1
キ
サ
イ 

.
ト
、
苛
性
加
里
を
持
ち
、小
：麥
、肉
類
、.
馬
鈴
聱
.

-J
1
I
L麻
に
就
^*
て
は
略
自
給
自
足
の
狀
態
に
あ
る
。
然
し
乍
ら
凡
て
そ
の
他
の
规4

於 

セ
は
そ
れ
は
部
分
的
に
か
或
は
全
く
不
足
し
て
ゐ
る

o' :

然
し
こ
れ
等
物
資
は
殆
ん
ど
英
本
國
の
場
合
と
同
様
大
西
洋
沿
焊
の
I t
國

か
 

ら
得
ら
れ
る
し
.又石

：！

灰

は

英

國

か

ら

充

分

の

供

給

を

受

け

得

る

で

あ

ら

ぅ

。

11
に
そ
，の
植
民
地
を
含
め
て
云
へ
ば
、植
物
汕(

辟
部
ア 

:
フ
リ
カ〕

米C

印
度
支
那〕

玉
蜀
黍
印
度
支
那
}燐
鑛(

佛
領
北
ア
フ
リ
力)

ク
ロ
丨
ム
及
び
一一ッ
み
ル
パ
ニ
ユ
ー
カ
レ
ド
一
一
ヤ

)

モ
リ
ブ
デ 

シ(

佛
領
モ
ロ
ッ
コ〕

等
に
就
い
て
は
自
給
自
足
の
狀
態
に
沓
る
。
そ
れ
故
怫
蘭
西
は
英
國
と
結
び
、
大
西
洋
の
海
上
權
が
確
保
さ
れ
て 

.

.

ゐ

る

限

り

、
.
そ

の

ア

ウ

タ

ル

キ

ー
化

は

困

難

で

は

な
い
。 

.

.
合
衆
國
.は
事
實
そ
.
の

凡

て

の
基
礎
原
料
-—

小

麥

,'
玉
蜀
象
，
肉
類
、
石
炭
、
石
油
、
銅
、.鈴
、
亜
紛
、
硫
酸
、
.燐
鑛
、
材
木
を
含 

む
！

I

給
自
足
出
来
る
。
不
足
な
も
の
は
多
數
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
多
く
は
了 
メ
リ
.力

の

支

配
圈
的
で
或
る
程
度
充
分
に
辱
ら
れ 

.る
の
で
あ
り
：、
即
ち
砂
糖(

キ
ユ
ー
、、ハ
及
び
中
米〕

挪
琲(

ブ
■ラ
デ
ル
及
び
中
米)

ボ
ー
キ
サ
イ
ト(

ギ
ヤ
ナ〕

二
ッ
ケ
ル
小
カ
ナ
ダ

〕

ヴ
ァ
ナ 

デ
ウ
ム(

ペ
ル
ー

〕

羊
毛(

ア
ル
デ
-
ン
チ
ン
及
び
ウ
ル
グ
ヮ
イ)

シ
サ
ル
興
メ
キ
シ
コ〕

石
綿(

力
ナ
ダ)

變
ボ
リ
ビ
ヤ}

アX

チ
モ
一
一
イ 

抒
生
產
理
酴
の
搏
造
隹
化 

三

五

(

七
八I)
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一
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一
六
.

C

七
八
ニ)

(

メ
キ
シ
コ
及
び
ボ
リ
ビ
ヤ
'

」

等
で
あ
り
、
た
だ
マ
ン
ガ
ン(

ブ
ラ
デ
ル〕

及
び
水
銀(

メ
キ
、ン.コ〕

は
や
や
そ
の
供
給
が
疑
は
し
い
。
合
衆 

國
が
ア
メ
リ
*
?
1大
陸
以
外
か
.ら
そ
の
供
給
を
仰
が
ざ
る
を
得
な
い
も
の
は
護
|1(

馬
來
、
蘭
領
東
印
度
、
.-k
ィ
，ロ
ン
島
等)

ク&

丨
A 

(

最
も
手
近
な
供
給
地
は
南
部
W
丨
デ
シ
ヤ)

タ
ン
グ
ス
.テ
ン(

安
那
乃
至
.ビ
ル
マ
、||
ハ
日
本
乃
至
支
酿」

及
び
黄
^
へ
问
度)

で
あ
る
。

蘇
聯
.に
就
い
て
一K

へ
ば
、
そ
の
多
く
の
原
料
の
生
產
と
消
費
と
が
今
日
な
ほ
急
速
に
增
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
へ
る
と
*
そ
の
自 

給
自
足
の
程
度
が
如
何
な
る
も
.の
な
る
か
は
頗
る
不
明
瞭
て
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
蘇
聯
が
多
く
の
過
剩
な
原
料——

特
に
小
麥
、材
木
、
 

マ
シ
ガ
ン
^

—

を
持
つ
.て
居
り
、
且
つ
そ
の
他
石
.炭
、
石
油
、
鐵
*
棉
花
、
龃
鉛
、
ク
ロ
.丨
ム
に
就
い
て
は
自
給
自
足
出
來
る
と
と
は 

確
：か
.で
あ
ら
ぅ
。
他
方
そ
れ
は
多
量
の
銅
及
び
鉛
を
生
齑
す
る
に
拘
ら
ず
、
な
ほ
相
當
額
の
輸
人
を
必
要
し
て
居
り
、
こ
の
孰
れ
の
場 

合
も
相
當
遠
國
か
ら
輸
入
し
て
ゐ
る
。
蘇
聯
は
又
事
實
凡
て
の
護
謨
及
び
®

來

南

盥

細

逝
：}

更

に
一
マ
ッ
ケ
ル
ハ
カ
ナ
ダ〕

を
輸
入
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ず
、
，た
だ
こ
れ
等
だ
け
が
特
に
不
足
し
て
ゐ
る
の
で
あ
'る
。
洱
び
强
調
す
可
き
點
は
、
蘇
聯
の
未
開
發
資
源
は
な
ほ
頗
る
大 

で
.あ
る
と
一K

ふ
點
と
、
消
費
が
例
へ
.ば
石
汕
、
石
炭
等
の
生
產
に
追
ひ
つ
き
つ
つ
あ
る
と
云
ふ
點
で
あ
る
。
そ
れ
故
比
較
的
短
期
間
内 

に
そ
の
地
位
は
可
成
り
變
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

.
、
 

.

然
し
孰
れ
に
せ
.ょ
各
列
強
は
國
民
の
生

#
の
維
持
、
防
衛
な
る
觀
點
か
ら
そ
の
資
本
の
苒
生
產
を
指
瑋
す
る
限
り
、
單
な
る
貨
幣 

形
態
に
於
け
る
價
値
增
殖
の
み
を
目
指
す
こ
と
は
出
.來
ず
、
そ
の
國
民
の
生
存
の
.維
持
防
衛
に
必
要
な
素
材
形
態
の
填
補
に
重
點
を 

置
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
等
素
材
の
.補
給
を
確
保
す
る
爲
に
ブ
ロ
..ッ
ク
經
濟
を
結
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
夫
々
そ
の
ブ
ロ
ッ 

ク
滌
濟
を
結
成
す
名
に
は
國
家
の
對
外
的
政
治
カ
を
そ
の
條
件
と
し
て
初
め
て
實
現
さ
れ
得
る
が
故
忙
、.益
々
經
濟
は
政
治
化
さ
れ
る
。

I

特
に
對
外
贸
总
は
政
治
化
さ
れ
る
。 

.

.
第
五
に
W
生
糜
過
程
の
調
節
者
は
自
動
的
な
價
値
機
權
か
ら
國
家
管
理
の
配
給
機
構
に
移
行
す
る
。

蓋
し
國
甩
の
生
苻
の
雜
牦
、
防
衛
をmi

指
す
所
の
國
防
經
濟
下
に
あ
つ
て
は
-
軍
需
：靡
業
を
通
じ
眞
の
價
値
の
具
體
化
物
た
る
實
質 

資
本
、
卽
ち
生
流
財
乃
議
費
財
な
る
素
材
形
態
に
於
け
る
資
本
は
國
民
經
濟
的g

生
產
過
程
か
ら
不
斷
に
脫
落
し
て
行
く
。
實
質
資 

す
そ
れ
は
厉
時
に
踣
ロ
nt
資
本
の
形
態
を
と
る
が〕

の
供
給
が
著
し
く
不
足
す
れ
ば
、
最
早
價
格
は
資
本
の
國
民
經
濟
的
-#
生
產
過
程
の 

調
®
者
た
る
機
能
が
止
揚
さ
れ
る
。
旣
に
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
あ
，つ
て
、
生
產
組
織
が
硬
化
し
、
供
給
收
縮
の
輝
力
性
が
硬
化
し
、
 

そ
の
氣
價
格
の

.需
要
調
節
作
用
も
硬
化
し
た
。
そ
の
爲
自
動
的
為
傻
格
機
構
に
代
つ
て
讓
が
意
識
的
に
露
の
調
節
を
圖
る
統
制 

資
本
、H義
へ
移
行
し
た
の
で
あ
るO

だ
が
統
制
資
本
主
義
の
初
期
段
階
た
る
景
氣
政
策
型
の
段
階
に
於
て
は
、
實
質

資
本(

從
つ
て
商 

ロ=

資
本)

の

性̂
が
俱
給
過
_
が
そ
の
前
提
を
な
し
て
ゐ
た
。
.
そ
し
て
こ
の
供
給
過
剩
を
克
服
ず
る
爲

に
、

一
方
に
於
て

坐
齑
制
限

を 

行
ふ
と
共
に
、
他
方
國
家
は
創
造
貨
幣
を
撒
布
し
、
需
要
を
刺
戟
し
、
驚
未
だ
價
格
引
上
な
る
價
格
機
構
を
介
し
て
-
資
本
の
國
民 

.終
濟
矿
再
生
產
過
程
を
調
節
し
、
，
景
氣
囘
復

'を
圖
ら
ん
と
し
て
、ゐ
た
。

と
こ
ろ
が
、
景
氣
政
策
型
.か
ら

國
防
經
濟
型
の
統
制
資
本
主
義 

へ
移
行
し
而
か
も
こ
れ
が
ー
つ
の

.安
定
的
經
濟
組
織
と
な
る
や
、
軍
需
產
業
の
擴
大
を
通
じ
て

不
斷
に
實
質
資
本
の
尨
大
な
部
分
が 

麗
經
濟
的
望
遠
程
か
ら
脫
落
す
る
か

.ら
、
今
度
は
實
質
資
本(

從
つ
て
商
品
資
本)

の
慢
性
的
供
給
不
足
が
前
提
と
し
て
與
へ
ら 

れ
る
と
と
.に
な
る
。

一
度
實
質
資
本
の
慢
性
的
供
給
不
足
が
前
提
を
な
す
や
、
自
動
的
價
格
機
構
は
資
本
の
國
民
經
濟
的
洱
生
鹿
過
程 

の
調
節
者
た
る
機
構
が
北
揚
さ
れ
る
。 

#
.
 

f 

-

再
生
產
.理
論
の
構
造
擦
化 

三

七

(

七
八
g

:

;



r
*
I3
 

<
t
- $
 

f
a
n 
l
i
^
H
l
f
l
i
/
- 

_
. 

?
i 

11 

11
 
,
 

1
1 

1
 

f
f
r
.

—

 

J 

f 

f
 

I
f 

i
M
H 

} 
I
 

*"*"*」

-f 

.:-

.■ 

.
i-
;
*
-
T
^
,

-:
:
''l
;-
,:
:
:
i'!
.
.
.
.
.
ハ.
.
.

E;.v 

:
M1
-n ■
 

.

.

.:......., 

. 

.
-
•
F
:
;
.

!-
.
.
:
-.
!
.l
r
,l
.
M 

.

. 

.

.
L

:.
:
.(-
:-
i

.1
 
ft

4

H
八

/\
七
八
拽)

. 

.

. 

'

綠
ら
'.ば
實
質
資
本
の
慢
性
的
供
給
不
足
を
前
提
す
る
限
り
、
姻
故
價
格
は
資
本
の
國
民
經
濟
的
再
生
產
過
程
の
調
節
者
た
る
機
能
が 

止
揚
さ
れ
る
'か
。.
.
.
從
來
價
格
.は

國

民

經

濟

的

再

坐

產

過

程

に

：
必

要

な

諸

實

質

資

本

(

各
種
の
生
產
財
竝
び
に
消
費
財
：
の
需
要
と
供
給
と 

を
調
節
し
た
。
._卽
ち
或
る
實
質
資
本
の
供
給
不
足
の
場
合
は
、
そ
.の
員
罾
が
1

員
1<
、
、̂

格
騰
貴
に
ょ
つ
て
供
給
が
刺
戟
さ
れ
る
と
共 

に
需
要
が
抑
制
さ
れ
，
需
給
の
均
衡
が
調
節
，さ
れ
た
。■
そ
し
て
國
民
經
濟
的
再
生
產
過
剩
の
均
衡
條
件
た
る
生
產
財
產
業
部
門
と
消
費 

財
產
業
部
閗
相
互
間
の1

宛
の
均
衡
も
自
動
的
に
調
節
さ
れ
た
。
..と
.こ
ろ
が
、.價
格
が
需
給
の
調
節
を
營
み
得
る
に
ば
一
定
の
前
提
を
必 

要
と
す
.る
。
そ
れ
は
供
給
と
需
要
と
.が
伸
縮
自
在
.で
あ
る
と
一K'

ふ
.こ
と
で
.あ

る

。

；史

に

詳

し
i

K

■
へ
ば
、

一
方
に
於
.て

生

產

財

乃

至

消 

費
財
等
.の
實
質
資
本
の
生
產
を
任
意
に
增
加
し
得
'
從
つ
て
供
給
を
容
易
に
增
加
し
得
る
し
、
他
方
消
費
.が
生
活
の
最
低
限
度
以
上
に 

あ
り
、
從
つ
て
.な
ほ
制
限
し
得
る
餘
地
が
な
：け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
.若
し
と
の
前
提
が
な
け
れ
ば
、
.供
給
不
足
の
場
合
た
と
へ
價
格
が
騰
貴 

し
た
と
こ
ろ
で
、
供
給
は
增
加
し
得
ず
、
需
要
は
減
少
せ
ず
、
'徒
ら
•に
價
格
騰
貴
に
拍
車
す
る
だ
け
で
、何
等
.需
給
は
調
節
さ
れ
な
い
。 

特
に
.こ
の
前
提
は
實
質
資
本
の
慢
性
的
供
給
不
足
を
伴
ふ
國
防
經
濟
型
の
統
制
資
本
主
義
に
は
失
は
れ
る
。
從
つ
て
國
防
^

M
型
の
統 

制
資
本
主
義
に
於
け
■る
苒
生
產
過
程
が
必
要
す
る
諸
實
質
資
本
の
需
給
を
調
節
す
る
者
.は
價
格
で
は
あ
り
得
な
い
。
寧
ろ
自
動
的
な
債 

格
機
構
に
代
る
可
き
も
"の
は
意
識
的
な
國
家
管
理
の
配
給
機
構
で
あ
る
。 

：

:

國
家
管
理
權
の
發
動
に
ょ
り
、
.國
防
經
濟
下
の
稗
生
齑
過
程
を
維
持
す
る
に
必
要
な
方
面
に
實
質
資
本
を
强
制
的
.に
配
給
し
な
け
れ
. 

ば
な
ら
ぬ
。
そ
•の
必
要
な
方
面
と
は
、：
軍
需
用
.、
.生
產
カ
獷
充
用
、
輸
出
用
、
生
活
必
.需
品
用
へ
で
あ
る
。
と
一K

ふ
の
は
、
第
一
に
軍 

需
品
生
產
ぞ
M
じ
て
不
斷
に
實
質
資
本(

生
齑
財
と
消
費
財)

の
一
部
が
再
生
產
過
择
か
ら
脫
落
し
.て
行
く
か
ら
、
そ
の
脫
落
し
た
生
產

|

.

.
財
と
消
費
財(

從
っ
て
勞
働
力〕

、
卽
ち
兩
者
の
結
合
た
る
生
產
力
を
補
充
し
、
再
生
產
過
程
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
^
爲

先
づ
生
產
カ
擴
充
を
圖
ら
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
生
産
力
は
生
產
財
と
勞
働
力
か
ら
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
方
に

於
て
生
產
財
中
國
內
で
再
生
產
し
得
ざ
る
も
の
の
輸
入
を
確
保
す
る
爲
に
、
そ
の
身
替
り
輸
出
に
當
て
ら
る
可
き
も
の
の
生
產
に
實
質

資
本
を
配
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
他
方
勞
働
力
'を
維
持
す
る
爲
に
生
活
必
需
品
の
生
產
に
實
質
資
本
を
配
給
し
反
け
れ
ば
な
ら
ぬ

か
ら
で
あ
る
。
斯
く
國
防
經
濟
下
の
再
生
產
過
程
をg

節
す
る
爲
に
-
自
動
的
な
價
格
機
構
に
代
っ
て
國
家
管
理
の
配
給
機
構
が
現
は 

れ
る
。 

.

第
六
に
苒
生
盡
程
は
純
經
濟
的
な
*
自
然
必
然
的
な
過
程
か
ら
政
治
化
さ
れ
た
、
意
識
的
な
構
成
過
程
に
移
行
す
る
。

"

と
の
規
定
は
旣
に
第
五
の
規
定
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
し
て
說
明
を
要
し
な
い
。
從
來
の
再
生
產
理
論
に
於
て
は
、
各
蜀
之 

の
企
業
家
が
相
互
に
無
政
府
的
に
生
產
を
行
ひ
、
た
だ
價
格
機
構
を
介
し
て
自
然
必
然
的
に
資
本
の
苒
生
產
過
程
が
調
節
さ
れ
て
行
く 

と
解
さ
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
國
防
經
濟
型
の
統
制
資
本
主
義
に
於
て
は
、
國
民
の
生
存
の
維
持
、
防
衛
な
る
目
的
を
達
成
せ
ん
が
爲
に
、
 

國
家
は
意
識
的
に
資
本
の
搏
生
產
過
程
を
構
成
し
や
ぅ
と
ず
る
。
■卽
ち
盲
目
的
友
價
値
機
鞲
に
代
り
、
.國

家

は

先

づ

實

質

資

本

の

.配

給 

を
意
識
的
に
管
理
す
る
。
こ
の
配
給
の
國
家
管
理
機
_
を
介
し
て
實
質
資
本
が
各
種
產
業
に
夫
々
社
畫
的
に
配
給
さ
れ
、
生
產
過
程
が 

意
識
的
に
構
成
さ
れ
る
。
又
こ
の
配
給
機
構
を
介
し
て
消
費
財
が
計
畫
的
に
配
給
さ
れ
、
消
費
過
程
が
規
正
さ
れ
、
構
成
さ
れ
る
。
っ 

ま
り
配
給
機
鞲
の
國
家
管
理
を
基
底
と
し
、.
.生
產
、
' 配
給
、.
消
費
の
過
程
を
含
む
全
苒
生
產
過
程
が
鞲
減
さ
れ
て
行
く
o
從
っ
て
斯
か 

る
苒
生
產
理
論
は
ゴ
ッ
ト
ル
流
の
構
成
理
論
的
性
格
を
特
っ
に
到
るO 

.

,
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斯
く
國
防
經
濟
的
再
生
產
理
論
は
以
上
の
如
き
構
造
變
化
を
示
す
，の
で
あ
る
。
そ
し
、て
斯
か
る
權
造
規
定
を
前
提
し
、
そ
の
下
に
於 

て
如
何
に
資
本
の
稗
生
產
過
程
が
構
成
さ
れ
て
行
く
か
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
次
の
機
會
に
吾
々
に
課
さ
れ
た
研
究
課 

題
で
あ
る
。

I

近

世

(:
於

け

る

西

洋

地

理

學

—

—
そ

の

史

的

素

描

-

-小
島
榮
次

J

 

.
海

上

發

見

時

代

西
洋
地
理
學
史
上
の
近
世
は
、
第
十
五
世
紀
前
半
に
於
け
る
葡
萄
牙
.の
親W

「

航
海
者
へ
ン
リ
I」

の
活
躍
を
以
つ
て
始
ま
る
o
即
ち 

.彼
の
命
令
の
下
に
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
を
南
下
し
た
魬
多
の
.探
險
隊
が
、
次
第
に
そ
の
行
動
範
圍
を
擴
大
し
て
一
四
四
五
年
に
ヴ
JC
.
ル
デ 

.岬
'に
達
し
、一

四
七一

年
に
は
赤
道
を
橫
切
り
、
へ

ン

リ

ー

死

後

一

四

八

五

年

に

至

つ

て
P

0

が
コ
ン
、、コ
河
ロ
に
到
達
、
更 

に

そ

の

ニ

年

後

に

は

B
a
l
t
l
m
e
o

 

s
a
z

が
喜
望
峰
に
達
し
て
居
る
o
こ
れ
等
の
海
上
探
險
は
遂
に
一
四
九
八
年
の
く
卩
§
 

& 

O

I
 

に
依
る
印
度
半
島
西
岸
到
着
を
以
つ
て
そ
の
目
的
の
完
成
を
見
た
し
、
更
に
西
方
洋
上
に
向
つ
て
は
一
四
^

ー¥
のcristoforc Col< 

?
. 

‘b
o

 

(

又
はChristopher 

C
o
l
u
m
b
u
s
〕

の
西
印
度
發
見
に
導
き
、
こ

、
に
第
十
七
世
紀
中
葉
ま
で
凡
そ
一
世
紀
半
に
わ
た
る
華
々
し 

い
大
發
見
時
代
を
齎
し
た
。
.盲
目
的
な
傳
統
固
執
の
態
度
は
そ
の
影
を
著
し
く
ぅ
す
く
し
、
觀
察
と
經
驗
を
重
ん
ず
る
風
潮
が
支
配
.す 

.
る
に
.至
.つ
た
。
コ
ロ
ム
ブ
ス
が
地
上
の
樂
園
を
信
じ
た
と
い
ふ
事
實
の
如
ぐ
、
ま
た
航
海
者
へ
ン
リ
ー
時
代
、
葡
萄
牙
人
海
上
探
險
の 

.
近

世

に

於

け

る

西

洋

地

理

學

a
一

(

七
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